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黒色 頁岩 (errs KC RERADRE THAD, TORMIGRIE 
GRBAC, BRAS GSS & OUR C DMB Hd, 風化 
SUSE DB ILIGIE SE BROKER OIMBE HTB HIRE 
1B & OLEATE SAI ICH, HALLS 8 OE KUROMB% BS Bo 

HABE CURIE L$ PHES 2 BUY CE 0.3~O.2EOPE YD 及び 石英 
を 示し , 長石 は その 輸 廊 の 比較 的 完全 な る に 義 ら ず その 内 部 は 分 解 し て 完 
Dy} Bai O IN S MBL L, HERRIOT SH, その 分 解 が 頁岩 
内 に て 起 れ る 事 を 示す も の が 多い 。 

FOES ABE OWN LIS 他 確 物 の 一 部 叉 は 全部 を 変 代 し , 屋 
fe (UE Ze FRO CIE % o GR BERS ELI O WEE 0.02 REMI: ORIOLE 
を な す も の も あの 0, MILO MAMIE BE U, LLC HIE LTE Bo 

ARIS 大 部 炭化 し , HEIGL PEO, HRT PIC TRAES © 8, ZS ie 
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JERE OWE BME UTIE So 

右 基 は ヵ ぁゃ オ ォ リ > 粘 土 物 の 外 に HRMS At OARTEBE GRE) GA, そ 
の 他 革 酸 , 方 解 石 , 硫化 鐵 を 混 ず る 。 こ の 水性 雲母 一般に 成 計 面 に 並行 に 
排列 し , 成 司 面 に 直角 な る 薄 片 は 宛 も 洪 上 品質 な る 一 確 物 の 如く , BU HOA 
向 が 十字 = コル と 45° の 角度 を な す 場 合 に 最大 の 明る さか を 示し , CORB 
AK -ERRHMEMKO fe (SSE LS FG ERA し , 一 見 し て その 特徴 を 知る 事 が 
出来 る 。 然 し 場所 に よ ょ つて は , この 種 の 繊維 が 互 に 或 角度 に 交叉 織 錯 し て , 
PRB antigorite 構造 示す 事 も ある が , 特に 長石 の 分 解せ る 附近 に , COOH 
RDS LV 

SBE BISA FILED S ¢, COAT LAE S SERRATE OE, FO BBIAE 25 
BO, 2 < (SA AEG ZS MAC ERC VE SHESE SHLTIE So 

油 母 頁岩 , 黒色 泥 友 岩 所 調 Oil shale (£2 OMORERAO LOT, 石油 
自身 は 頁岩 と 碁 し く 球 化 せ る 青 族 色 安山岩 GRE?) t OBB IK 
し て 居る 。 こ の Oil shale が 海 成 の 油 母 内 た る 事 は 筆者 の 1 AGI DA 

に 認定 し た る 所 て ある が , その ェ ング ダラ | 禁 置 に よる MER RMEO 
それ と 比較 すれ ば 次 の 通り て で ある 。 その 化 免 成分 は 比較 的 に 革 綿 で ある が 
HK < U CEPA EO MARS 6 了 戦 質 の 理 質 頁岩 と も 移し 得 可 きも の で ある 。 

第 四 : & AIL A (Sift Et, hk 

fas om | ak om | | dee Mae L, A FLERE 


| ea 8 3H BE |98°~350°C [98° ~360°C 泥 旅 色 な る 場合 に 特に 多く , 石 
eq 油 量 0.25% 0.16% \ 
水 4.96 7.18 基 は 非 語 質 な る も 部 分 に よ つ 
固定 炭素 2.06 3.10 


て は 水性 雲母 を 含み , HE LT lal 
化 に 詩 す る 抵抗 が 大 で , 油 母 頁岩 の 特徴 を 示 し て 居 So 

POF OVW GSE A PS 塊 球 を な し て ET SLOT, Rhee RTS 
も 硫化 鐵 役 球 も 油 母 も 量 少 く , RA OKA A te BEL < AHEL, その 
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種類 を 定 め 難い 。 化石 は globigerina, texuturaria, rotaria “¢0)47 FL HR» FE 


第 On ® さとし, 概して 新 三 紀 層 の そ 
I II 11I IV AVG.) MAE LOT 
SO. | 72.98 | 68.08 | 59.98 | 8269 | は 水 成 雲母 に 富む が , そ の 


AlsOz | 10.70 | 14.72 | 17.27 | 7.89 
Feo03 5.62 6.18 7.90 4.93 | FHWA wivy& の は CaO 
CaO 1.93 0.89 0.39 0.29 ; 
MoO tr 185 | 254 | ogo | Olt 417% に 達する か ら 


lg.L. Fl OG a 9.33 419) COZ は 32.8% と な 0 : 74.5 
Total 99.00 98.20 97.41 | 100.79 

rae : So!) CARE ORS Bee 

I Helles Oil shale II Ph SS fs a ee 

TH yen ets TV Bee Do 


ABRURRMAHLWEORS BOR USHWORARAOKD LAS 
SDCHSPALECE 2 BA, MAE LIRA AORE ¢, MRE 
(3H) OWES SiEOCHS. LOMAS 2CHBIORB 
は SiO0g: AlgOg が 8 LET SCHMID Ttrld 4.6 に 過ぎ ず , MADD Ie 
EER 2 Sa L, AL20g : MgO に 於 て は 前 者 が 3 後者 が 6 と な つて 水性 雲 
母 量 が 前 者 に 多き 事 や 示 し て 居る 。 

5 Ze UL (SHBIEAGESTICHA UO SAGAR Pseudophyte clay (rie BE Sm 
色 頁 岩 で ある が , AloOg: MgO は 3.2 CHPOT A LMI 水性 雲母 の 多 
量 な る 事 を 暗示 し て 居る が な が, BBCP CMP Ch 殆ど BROAD tt 
FEOREHEAKUEDD & 0 to SVE AL, t OMe Hc HE se STAs 5G EO 
光 を 示す も の で ある 。 AMM Vy RROVMD BE CRE ¢ HEE 
し , 一 般 に 有機 物 が 少く , 化石 る 不明 と な つて 居る 。 そ の SiO2 : Al2O0s は 
6 CHMALD ZINE OS 1) NECKS, TO ヵ オ リン 物 は 石 基 よ り る 分 
解せ る 長石 に 存する も の と 思 は れる 。 

第 5 表 IV (SRBHOMO GES HMA EC, BEM EL, COR 
ee FO Adit LMORB DEES LORS <, 長石 及 O KYM 
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SHH SIG. 

この 地方 に は 各種 の 火山 岩 が 多き に 係ら ず , AMIEAS 却 て ROR 
“om ¢ UP LD GOD, 且 容 山 岩 其他 に よる 球 化 作用 も 移 で て ある 。 こ れ ら 
の 黒色 真 岩 は 北方 に な る に 従 ひ , 次 第 に 新しき 第 三 紀 層 に 移 過す る 。 

. 凌 嘩 に 於 て は この 頁岩 は 或 は 球 質 と な り め , 或 は 礎 縮 を 受 て 片 其 と な る る も , 
ACIS T ld, 殆ど 韻 通 の 時 色 頁岩 に 異な ら ず , Ze MT I Lb 僅か に 痕 
PAY 75 D MMI eATOACA SZ. MPFR Pseudophyte clay は この 頁岩 系 © 
悦 内 に 存する も の で ある が , HOREBSMC KOTS HERA S 地層 及び 
PEER LS ANA% EAT Mit B o 

成因 的 考察 BILL CICS ABO BICS 殊 な 粘土 の 産 す る 事 は 
TE FRBAEO) (PAW TES PRC | IK, HBR OER Olio 此 等 の 場合 に 
AO 6 trtcRi he SARS ILC —% SUPT LOK HLS SERS 
迄 も な く , He te SILA MOWEREICIOY Zevo A FERBL (2 RBRBDK ICE 
SHLOKBP SHEE K OG SBD 2, PMB COMM LICK 
18 2 OWA S2dKHL, TOARHIAE OATS LOUAERRL, 安 
山 岩 に 由来 する も の は 多量 の 線 泥 物 を EAT HGPRT SERN 
こ 。 こ の 最後 の も の は 机 ら く 筆 者 等 の Pseudophyte な る アル ヵ り 性 粘 士 に 
HBS SOA SAY ¢ HAA MAL IBF SHS HAE K OHI <, 
種々 な る 残留 的 粘土 を 形成 する 。 

著者 等 の 研究 せる ァ ル ヵ リ 性 粘 土 は 北峰 地方 の 外 花 岡 地 方 の それ を も 含 
むものである が , 未だ 不幸 に し て 絹 雲 母 粘 土 を 杉 見 する に 至ら な い 。 こ れ 等 
OR LASS C3 < BBS ORERHOREHS EL UT 美しき 干渉 色 
ARS BUT ERED & OR ABYSS OD, これ は 筆者 等 の 所 調 「 水 性 雲 


1) SOBRSS 8 48.1 GR WA A 24h 7 A, 
2) RDB a ERA, 第 1 回 28 頁 。 
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BL) CB BRIG UTE 6 RAMOS OC, HLA ORR BZA 
適合 し て 居る 。 BELIEF RBI AP A CREEL O 4 S205 BO 
的 で あり の , AIM Ls t ORR SAE LSS 場合 に は 殊 に 然 か 
る 可 で あら 3 。 

筆者 等 の 観察 及 比較 研究 の 結果 より 見 れ ば , この 種 アル ヵ リ 覆 粘 土 OF 
(SR AALS BF ILD GH LT, 寧ろ る その 居間 に MES OR 
WRELHY A cD 22 AL LD So 然し 此 等 の 母 岩 の 石 基 物 の 大 部 は , WBE 2 
REWROTE ABMS KES & OTH SD 6, その 何れ を 母 岩 と 
RUT ID, 問題 の KANT LMINS LOTR. MPLPBGED HS 
れ た 通り , REIREL HDI (L RAE OEM M LT & 比較 的 粘土 化 し 見 
WRSPACHAA. 
PO MAC BU Tk FEA 2h AFABDVTSHAOKD, ABN 於 て は 熱 
AMEFAIS & BARB LBD OHTROECH So hi UTERINE LO 
file He CK ARIEAME DS ORIEL FAN IERHOM S AMEE S 6, 
LOMB RAT HELLO OC, RAL, GW OM DOT, 
Z HVAC S ¢ DEE OREA IS & B BABEL) OTIS TABI AR 
し て 居る 。 : 
鵜 由 の 石 間 確 床 の 大 部 分 は , AFB kik 倉石 放 上 昇 溶液 と 硫化 
鹿 の 酸 化 其他 の 作用 に よ つ て 生じ た 硫酸 と の 作用 で 生じ た も の で ある 。 若 
し また を 交代 作用 に 錠 せ ん と する な ら は ば, 西谷 其 他 に 見 る 如く ET 
央 中 に 挟 在 する 泥 放 岩層 CTI BE) LGR L OMEN LSNE GH 
Bo BULL OMODE, 7 ア ャ ヵ リ JERE OA DRUK Thr LIARS 6 
の と する 場合 に は , BAT oY 性 の 母 液 を 優 定 す る 方 が 合理 的 と 思 は れ 


1) 地質 重 雑 誌 , 第 28 4B, 大 正 10 年 。 
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Bo TE ULCER 7 7 2 PERGIS 硫酸 に 依 て 容易 に 分 解 さ れ , KARAS 
感 に も 骨 さ れる 。 了 酸類 に 農 し 抵抗 度 の 弱い MODES SEDO, ULE 
その 母 液 が アル ヵ ぁ リ 性 な り し ょ と の 推論 は 得 ら RTE WO DKARICTH Tk S ORE 
卒 が 多い 。 BUCS LC OWGE & BEER UIE 8 O EET, 
硫酸 に よる 泥 族 岩 変 代 褒 は 成立 し 難く な る 。 

黒 奏 に 任 ふ 特殊 粘土, 石 容 等 が 水 成 的 堆積 物 と 認 む 可 き 條 件 を 包 く 事 は , 
A FHBLOMBL ARCH So Ii UTRMEORNM 4 BBS SSS 
の と し (FRMAIHER 2% PAE UT), HOD OBA DRO 4K & PAGERS O 
と する な ら ば , HB EMP ORIEL SKY TRO WRB B 
DBRT LDOCLABEODM  PHNIE HS REL b ARB ROE DHE 
CHERAS BPM SL, MACHR L LCAETC EU oBIEAICBNE & Be 
し て も , RRA HEE IN OME RDADBME eB ~ B te Gk, LEOPARDS B 
Fg AMECILD SEV AR LY LOMA YSIS B CARAMEL & O HE 
AER OWI L, LELORIAOL BED BF と に 資す る あら ん を 
BS SICIES So 

ABE ICEL LUMEN ARA A LF BS, 元 よ め REE ORE 
ES BPC ULI 0 FURR ABEL DURBIN AP CHE Uy ORRERIIS & HE 
な 開 係 が 指摘 され て 居る 一 方 , AMEBLHO EERE, 殊 に CORE 
RA DIE EWE LOAN te FRM L EBS BRO, た め に その wee 
知ら ん と する に 外 な ら な い 。 ま た 上 記 の 記載 の 内 に は , BOT SBA & 
つた 所 も 少く ない から , 或 は 記 膳 赴 ひ 等 に よる HBS RLM, ZH 
BL C (SERA OR t MEV ABARBCH Bo ( 完 ) 


1) ASF BR, 地球 , 第 8 ABS 1 HR, 其他 。 
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TaD OV AREER IEC RS RSA CHT BR) 
Sat @ 田 sft 

既に 一 般 に 知ら れ て 居る 様 に , HEREC PRB ICR L, HABA 
は 加熱 曲線 は 人 金属 の 場合 の 如く 明か な 停止 中 を 示さ ぬ 。 BBR F 2 > 
Be(SIL OPA 2 URS OL, 殆 ん ど 常 に 結晶 と な め , SERBEBO AN < BRE 
生じ な い が , 其 の 冷却 曲線 に は BLM Bd られ ぬ 事 が 多い 。 MA MD 
PBN I ©, 敷 年 前 か ら 電 気 拓 抗 の 測定 を 併用 する こと を 孝 へ , 種々 
BLUR UCU SIRS, 次 に 記す 様 な 特殊 の 現象 を 誤 見 し , ZISBS 2 ABT 
OT, PERMA (<A LSS FS (EBOOKS 

RSH lmBO=7 o.Mewo, Zepmy SYOCoLAL LAL 
の 切 め Wize Reh fe MBE IE L, WA MRSC 結ぶ 。 する と 指針 は 普通 
0.1~0.3volt を 示す 。 MEW EE LIMO FLEE PER 3 BRA B L, EURO 
ISHS BHE L, HEP LS 2 EMMED BO TER DH EIS 5057 0 LROM 
© (SH, 鉛 AEE OMe IOC 8 MOWER Ae 
ひ た の で , 漏電 な どの 影響 か と も 思ひ , EDI LEBO EC IM BR 
其 の 中 で 試験 し た が 同様 の 結果 を 得 た 。 食 臣 以 外 の 他 の 材料 に 就 て 試み た _ 
定 験 を 第 室 表 に 記す 。 

基く 電位 差 が 出る 所 の 理由 は 明か で は な い 。 炊 融 物 に 挿入 し た 金 局 線 に 
宏 握 が 際 属 し て 居る 事 は 有 め 得 べ きこ と で ある 。 若 し 酸 素 か 水素 か 金属 線 
に 除 着 し て 居れ ば 電位 状 を 示す べき は 考 へ 得る こと で ある 。 夫 で , 此 の 影響 
PIRES BBD ORB TOK KY THOT BIEN OBRERS, 
WR) 5.3mm と し , KIL BHM A Wie L, ICE UT 5.3mm と UC 
UH IT L, KAIEO F CHB LE DRICBE 0 (BABU 0 AZRIEL 
て 5.3 mm Off C HB LIED ROME o 
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此 の 電位 差 は , 直流 アン メー ター!【 


BAB RIK B 


ま 


6 電流 を 通じ て 見 る と , 電極 挿入 の 


ERC 10m.amp, を 示 し た の みて , BSA UK. 此 の 種 の 定 験 は 今後 一 


第 = R 
ee 場 | 電 極 | 計器 | 閣 果 
oe =7o28 |, 10.1~0.3v 電極 の 位置 た にょ よ 
1 | 食 協 = ッ ヶ ケル : et oltmeterl0.1~0.3V。 yin a ag 
2 ” ” =Vu 2 Sf ” ” 
Ble 2 > ae. BTR : ea a i 
> AK Che 
i ai ihe BK OAV. me eaitr & fl し 
5 ho) ae BeBe a)” lt 6e. 
5 ,, [millivolt- ' 
6 | wk KIA 金 meter (0:05m.v. 
7 (CR me Sh Sack al ee Yo Oo NS 
fm eA SP One 
8 KBR WB Fin. nN 40m 
CUBE BA) 


BSED TH AMEBA G56 
BED DeBNS AE, LSA D HEPA SD る 時 に は HOBAMEIER LW 


第 


inv meters. 


SPLAT 事 を 見 出し た の で , 冷却 
曲線 や 加熱 曲線 と 共に 此 の 電位 差 を 
BUS LCE TC AERO BPI 22 RAE BIT 
て 見 る 。 ; 
Gs LBRO Meal C, 電気 
MAO ASHNAC BEB Adv, 冷却 
HRS BOCAS, 白金 Fy 
APABM GATS. 別に 一 本 の 百 
ARE IBA UT, HB I MARES 
A CSE ARCS 40 BAL 
ANS 前 記 の 表 中 に 示 され た HK, 


millivolt-meter で 議 む に は BO 大 き 過 ぎる か ら , PHER Arto 向 ほ 極 
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TEDBMENK HES 3 TD, 切換 え ぇ キッチ を 挿入 し た 。 

FS 2 [AF OBIT td, MOMS 5 分 得 の 時 間 を 示 し , BED AERA millivolt, 
BROMUS 50° 毎 の 温度 を 示 し 。15 PRIA A TERA HERE UC He RY 
た の で ある 。 

Fs — lal ld — [lO ARB BLA LT d 4 D3, REED heating curve 及び を 2 In} 

第 = ee it ye Re (alee Ute bales Mee 
| 示し た も の で ある 。 温度 が 
約 790°C (FES PUTER L_ 
初め , 801°C-C peal 22 HB 
で ある 。 TFN OE MAS 
0.2~0.3.m.V.C A 4d, ida 


し , HORAAC BE L, 最大 
5~S8 mv. (LET MOE 
ac ig +20mv.p 6 —-10~ 
20m.v. に 及 ん だ 例 が ある )。 


mee Ty a 
| BEeE RT PNe aXe Hele Wet 17 mv. 位 を 
ーー 持 績 する 。 加熱 曲線 は 820° 


C HIECE b ORME AL 
て 居る が , ZICMIBS SUM AKS ( COMPAS B, HORAN 
で ある 。 兎 に 角 此 の 電位 差 と 加熱 曲線 と の 聞 に は 密接 の 開 係 が ある 事 を 知 
る に 足る 。 

第 3 園 に は 食 忠 の 冷却 貼 線 と 電位 差 の 曲線 が 二 組 記し て 有る が , 大 同 小 
RCA BS. AMOR CHAD BHM OD Db, 夫 れ 迄 0.7 m.v. 程 で 有 つ た 
電位 差 は , 少し く 波 を 打つ て 後 ち も 念 に 0 に 近く な り , 結晶 し 終 れ ば 極め て 人 


LIDS & ARICA ICI K ae 
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か の 電位 差 を 示す に 止ま る 。 結晶 の 最後 期 に 2m.v. Oserse eis< Old 
加 何 な る 理由 が 明か て で ない 。 HMO TC SLORAMOMOR Oe HO 


て 谷 が 出来 た 。 
il 


SUM LigSiOg (RRM) 1201°C) を 冷却 する 際 の 曲線 て ある が , 停止 
Bi RSS IBHIL, 1055C ECA IC AUREL, 970°C BO ACHE 
を 績 ける らし く , 以下 下 消 な る 曲線 と な る 。 和 電位差 の 曲線 を 見 る に , 初め 
6m.v. か ら 温 度 の 低下 に 件 つ て 潤 炊 降下 し , 2.3 m.v. 際 近 で 冷却 曲線 と 共に 
Se BBY Ze He U, 8m.v. か ら 5 一 17 mv. まで 動き , 以下 冷却 曲線 と 同様 下 
滑 な 曲線 と し て 0 に 近づく 。 第 五 岡 は LiaSiO。 を 加熱 し た 場合 で , 930°C 
OD GENEL AS Aas BU CHS MD, WEBNS BHT CIReR Ze BRO 
BUH o 

SB TELLS Cla A TANG (titanite) CaTiSiO。 (feRiBh 1373°C) (2 BET A 
験 し た 冷却 及 加 熱 曲 線 て ある 。 KBE? LiaSiO。 OBS ICHMT 2 ENED 
曲線 を 見 る 。 冷却 曲線 の 1280°C MSEC RAL AT 曲線 が 谷 を 書く 理由 


OB Te Bore Oe eae 2611) 


は 不明 で ある 。 加熱 曲線 て で, HOVER HS SPELL BAS BR © BEBE CHIEU 
Ds, 電位 差 を 示す 曲線 が 著しい RGB ZS HAR BE <S Old PRRITHSR TPE BME 
で は 有る まい か 。 : 


第 五 園 


以上 の 交 験 を 通 紅 する と , 此 の 電位 差 は 其 の 原因 が 未だ 明か で は 舞い が , 
BOI & WAH & OBME IC BE LE LU BOGOBME 2 BF BBD Do 
冷却 曲線 叉 は 加熱 曲線 を 探る 時 に 此 の 電位 差 を 記 鉄 すれ ば , BRUT A IS 
BUTCH. ESKVBELUSTHS 50 MIZMOWE LIED RBRE 
夫 工 すれ ば , BSAA ETE & UC FAM Re HE BAREIS BOBS H 
ら う か と 思 は れる 。 

ABE LE OWES SZ LISD HO 電位 差 の 生ずる 原因 を 究め , LO 
特質 を 調べ る こと 。②2) BORA RROMAHRIKK OS 電位 差 の 閣 
AL, ie 5 PR O FEA NOE MAE ORME, Me LizSiOs! の 結晶 前 に 於 ける 
BENSEOBMELEE NT BAD ORFER BIND © Lo (3) Re AS S BD 
き , 電位 差 を 栓 する こと 。 A) ANSARI M UC RMSE Cb. BE) 
全局 に 読 て の 研究 等 で ある 。 底 に 或 る 種 の も の に 就 て は 一 部 分 害 験 を 行 つ 


262C12) BOA Bt th BOR 


た が , ARMBS OR & DiS HEV 
ASTRO ES LC = Set RFE TRAD It Ak BOMED 6 JB te WS TB 
SAM Kk Bt 


} —— — キャ ーー + te =. + il ait ‘ie 


i Rl Vilanile (arfifrgial) 


75 | Ra aS asamp 


crt 


DST Se er asa 
ears | a: Feel SY 


2 tb, WF RBICARE ORD Ic ZO Ae nT Sik 事 を 厚く ここ に 
ENS る 。 
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eS 


Pt 36 F2 RMR 3c 


er INS SA A 


BRERUARBOMERIC £ SRILMOLR 
Ba OK 下 i Rm 


HORI APOE & (SIEKEAD RIF BOAR OF, HH, 比重 等 に 於 て 6 
Fs. avons saccaccs CO 
の 困難 を 認め ざる も , MARAE < (LALA BAROWRSL 決し て 万 別 容易 な ら 

に 不純 物 等 を 混 の る 時 は 比重 に 影 繰 する こと 大 な る を 以 つ て , RAM 
摩 物 相互 の 氏 定 は 物理 的 性 質 に よる より 更に 便利 に し て , Db 其 結果 の 
(SAT DILL SARL, LDR OMND KHORBBINS 6 MONI 
MILES ざる べから ず 。 

(CB WEIS EAT RIK ¢ AOR t OPWNAO PI Ci 3 RIC UT AO 
ITS EASTER IK K AAVETE Oo WATRIS BEC < © Penfield 氏 に ょ 
つて 注意 され た る も の に し て , MEER ABW TARR EA 
し め た る 際 , REPRE S TAIN IS AYA LC 硫黄 は 全く 酸化 せら る ゝ る 特 
SHE IC Clk 多量 の 硫黄 の BRS S27 AL, TORIC LOTMA ABS 
Do RIVE’ LMOMEMNE LO CRBS SHO HE RAO MATE & 
STR, HHUMOWS IC & を 加熱 te FROM MAES OE, 
MEIC CE BRS DIK Oo HUMIBPIBME HES Sb, #9 80°C DI 
上 の 温度 に て は 遊離 せる 硫黄 は や ゝ 8 T HISHHHE TF SLUT, 遊離 せる 硫 
著 の 量 を 以 て 志 者 を 万 別 す る こと は 常 を 得 た る も の に 非 ぐ る べし 。 

ME LOR DUA LEAS SRICBS 4 熱 の 量 に 相知 ある を 以 つ て , 
之 を 精密 に 測定 せ ば 雨 者 の 別 に 資す る こと を 得 べ し 。 此 目的 に は 石炭 の 
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BARLWET SEY TOMS LO% 使用 する を 便利 と する も, 手近 に MH 
DAN SRB ED O し ゃ を 以 つ て , 甚だ 原始 的 な る 方法 な が ら 大 形 の 試験 管 中 
(FEWER eG A L, 反 座 開始 後 等 分 時 に 於 ける 温度 を 測定 し 以 つ て 間接 的 
に 熱量 を 知ら ん と せり 。 千足 に 使用 する 硝酸 の 濃度 と , 硫化 鐵 確 の 粒 の 大 
WIZTEOROKS 結果 の 得 ら る ゝ 廣 あ る ぁ る を 以 っ て , 本 寅 験 に て は 比重 1.38 
の 濃 座 酸 を 二 倍 に うす め た る る も の 30 cem を 用 ひ , HEMI A O fii 3a L 
EF TRA DT BARRETT O 。 


a fo alt ae 4 BE BAD a5 3 ae ay ae 9 分 10 分 
| Hea 194BL570 420°4451460 46.5 46.07 45.0 44.2 as 
egg [19.4°'26.5 l30.1 34.8 136.2 [37.0 38.0 [38.2 38.2 38.0 [38.0 
Ee wb 194294 90.1 91.2 83.5 1.5 89.8 92.8 B22 B20 15 


VU (JN) Lots 2 SERB ONELS IT UIOR AS HTB ABUT SELL EO 7 
の 結晶 に し て , EAANMELS 秋田 丈山 本 郡 八 森村 八 訪 横山 産 の WN BRO ME 
合 鏡 な り 。 AAD ANGELO AEP LL BB YL BELL ORT HERO AARC 
CREO DHL O ABR & ATIC ANA TOI: B BOI 

この 寅 験 は 未だ 決定 的 に 非 ざ る } TAMMIE & ABU 2 1 TSAR are 
り の 相違 ある こと 明 な る を 以 つ て 芝 を 爾 者 の 制 別 に 資す る こと を 得 べ し 。 


75 JF KEBREDORBEBEHM (2) 
Met 高 根 勝利 


DOM < LCRA 5 IEEE MED cp OEP RS I Hla 0 o 
一 方 の Olivine 群 に て は , Mg.SiO4, Fe,SiO,, Mn,Si0,, MgCa SiO, を 含 
み 他 方 の Phenacite 群 に て は BeSiO4, Zn2SiO。 及 多 分 耳 。CuSi 0。 を る 
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BAS. 此 等 二 者 の 差異 は , 第 一 の 場合 の IRF Ol OO 6 O 原子 群 と , 
第 二 の 場合 の 人 金属 の 周り の 40 bee pL DMO MEK FES 2H DS Lo 
き は い へ Olivine O% O 原子 は Si 2 3Mg 原子 と に 連鎖 し Phenacite に 
Clk Si & 2 Be PRE & (CBS, ZO Be 原子 は 四 O 原子 の な す 正 四面 
第 四 第 五 


[= = a a es 0% 
$B 4H 三 回 納 の 方 向 よ り 見 た る Phenacite の 結語 構造 0 原子 の ニ 
層 を 白 聞 と 線 を 施せ る 周 と に て 表せ り 。 前 者 は 紙面 上 0.68 A の 目 離 に 
後者 は !0.68 A 下方 に あり 。 Be 及 Si 原子 は , 夫々 四面 休 に . x Due 
HE, 1hO 1A EI SB hn (HYG S OM FIC CH 3, 園 中 
> fe Rel th x 2.72 A OWE & Ay (Bragg 及 Zachariasen), 
第 5 Epis] cH B Phenacite 構造 の 一 部 Si 及 Be OHV tc py 
AREAS SBE Ne V,—o ORF A=HICHAT ZS, 


HEAFORICER So 夫 喜 に 各 O 原子 は SIDI OD LVUTABREL Be の 周 め 
の 2 四面 角 群 と に 共有 せら る 。 其 結晶 構造 を 第 4 TS STIRS CARO 。 
一 次 元 の 間 解 に て は 結晶 構造 の 一 部 を 表す に 止 り て, それ 以上 を VA 
bo SEHD Ai) KO FLTC, Se mite BAA FORMERS, T OBB AKA Z 
“ket SASL BIC THES RSRGA, 即ち その 稼 は A kO=ODBAF 
0, 22.56 P= MMOMEOLK CAFO, St 6 hist SBE ADK 
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FORE. CORD FS BSIOg の 6 分 子 を 含め 9。 

Willemite, Zn,SiO, は , Zachariasen と 筆者 と に よめ て 選 と 同一 結 唱 構 
造 を 有 す こ と を 明 に し た り 。 Phenacite と Willemite は 共に C3 容 間 群 に 局 
し , その 姜 面 艇 志位 格子 中 に 6 分子 を 含む 。 | 

Phenacite a=7.68A a=108'1, Willemite a=8.63 A a=107°45’. 

fale 2s, & O 原子 が 等 脚 三角 形 の 隅 に 極 く 近接 せる 1Si と 2Be 原子 
と の 間 に 存 在 す る こと を 林 解 する な る べし 。 と 選 等 の 等 脚 三角 形 の 或 る も の 
は 垂下 に , 或 る も の は 垂直 に 位置 せ 9, 第 [IR d, CAE の 開 係 を 明瞭 な ら 
Lob A t OM O— NE 2 BMA IC FEN Oo 

六方 最 窓 充 填 の 配 位 を なす 〇 原子 を 有する Olivine FREL, Kk OTE SD 
充填 を な す O 〇 原子 を 有する Phenacite の 複雑 な る 構造 と の 間 の 相違 は 芝 
等 の 構造 を 形成 する 0 厚子 群 を , 若 し 密着 せしめ た と せ ば AOI THLE 
る な る べし 。 Phenacite (THA FHS SiBe Be の 周り の 3 つ OWING 
群 は 10 原子 を 共有 せ ざ る べから ず 。 BL BIER 3 DO ESEE 2 & O 
て , R-9D ORF OAD CSE = FCI AOR Bat bt t VM 
WROTE KE OTHT CSE, 必ず その 中 心 O 〇 原子 を 共有 する Si Be 
Be の 正三 角形 配 位 に 到達 する を 知る な る べし 。 若 し 各 O 〇 原子 を 順次 に 8 
四面 角 群 に 共通 な る 如く し て その 配 位 を 貫 行 する と せ ば は , Bld ILC OR 
BUY) DHE PED aK 3 nit 5 tide CHES も, HBRD Phenacite 構造 は 甚だ 簡 
単に し て 且つ 必要 條 件 を 満足 せ し む る 自然 的 な 方 法 な り と の 結論 に 到達 す 
“lo 複雑 な る 全 盤 の 構造 は , O 原子 の 周り の 思 純 な 規則 正しき Si Be Be 
群 を 反 和 覆し て 構成 され , その 特徴 は 模型 に て 甚だ 好 く 了解 さる , また 第 5 
に よる も その 開 係 が 大 分 明 上 腔 な らん と 思 は る 。 


1) W. L. Bragg, W. H, Zachriasen, 7, Krist, 72, 518. 1930. 


atom 及 雑 伯 "967C17) 


他方 Olivine に て は , SIO, HOG OMT & H/ATPBHO—Me BMS 
る べから ず 。 夫々 の Mg 原子 は 6 O 原子 に 園 続 され た れ ば , 各 〇 原子 は ま 
た 3Mg に 連鎖 を 有 せ ざる べから ず 。 かく すれ ば 党 然 〇 原子 は 互 に 密着 し 
CRIS BUS SND GT. CHMOD MAM BRB SK SS 
L, BI) b HERD Olivine 構造 が Chrysoberyl Be Al,O, (HSS LF, 
Spinel Mg AlgOg OEIC At DIL BIEN et BO Ee AS 
る 如き Olivine 構造 も 描き 得る な る だ し 。 夫 に 於 て は Sip TT Mg 
(Be を 置換 する 如く ) を 置換 し ,Mg は 六 回 群 中 に て Al を 置換 すべ し 。 

my ¢, Olivine 構造 は Chrysoberyl (237 RE L, Spinel 構造 に は AYRES 
SSB L, KSOBN TS SiO, Hd Mg OM OOKK AME 0 4A 
Be Of) O Ov te SUOMRE L BRED SAA ¢ (SHB LES RSS Lo 
REBME, PB Strt S Olivine 及 Phenacite の 構造 を , 第 一 律 より 導 
SHOT CHOI T SABE LOMA HET CHES, HIE HOZ 
SOK & ORFS, BADOBIY UR S55 A£ 2 AOR te HHO—Oze 
る を 知り , また それ 等 の 間 に 存 する 相違 の 原因 を 了解 し 得る な る べし 。 


3. Pyroxene 及 Amphibole # 

Pyroxene 中 の Diopside Mg Ca(Si03) 5 は Warren と 筆者 と に より て 分 
PEG RO o Lik SIIB LT ODI OKSAT 2 IVEY — ERE 
Mis 0 Si と O LDBLYWRe 2 UT Mc” WEFT MUI 3% OBB B 
特性 と な す 。 各 Si 原子 が , 四面 前 様 に 配 位 せる 四 OE FO DIC HSS t 
(LIESEMRENIC HSU % €REAE 0 © ZAFOUTRNBRE DSBS CASSEL TE 
限 の 鎖 を な す は 第 6a 岡 に 見 る が 如 Lo 

この 配 位 に て は 各 Si 原子 は 隣接 せる 四面 角 と , TO ORF OAD 宛 を 


1) B. Warren and W, L. Bragg, Z, Krist.69, 168.1928, 
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IAT L, HHO TARRBILT O, され ば CSiO』) に て 表 さ れる 比例 と な る な り 。 © 
1) 
Amphibole 中 の Tremolite HyCagMg;5 (SiO3)g は Warren に よめ の て 分 


第 六 園 及 StH 


DETER 
CAD a 
CP 
ER 


5 rs WA 


3 & 


Pig. . (Upper) Projection of Biopside ‘Structure on (ei9), (Lower) ProjecUon ov 
Tremolite Structure on (#10) (Warren) 


Pyroxene (a) Amphibole Cb) 
と に 於 ける Si-O 連鎖 
-L [a] Diopside 舌 造 の 010 う 面 上 
~ OPS 
F falT cemolite #534 OCOLO AT_E 
~ OPE (Warren) 


bole に て は 93° の 角度 を 挟む な め 。 


析 せ られ た のり め 。 Tremolite の Diopside 
CBS 4, 構造 上 の 開 係 は Pyroxene 

と Amphibole #¥ t ORIORU & HAH 
b BiB PHS SIRI KI 
HAC DRS ZECMID BR HAAG 
子 の 軸 の 長 さ と 軸 角 と を 興 ぶ ふ 。 


Diopside Tremolite 
a=9.71 A a= 9.78A 
b=8.89 A b=L78A(2x8.90A) 
c=5.24 A  c=5.26A 
=74°10’  8==73°58" 
AIRE COn Con 


a Be cli t WIS Ble (SMB IBA bel 
— 74 E, b 軸 は Tremolite に て は 
Diopside に 於 ける 長 さ の 二 億 な め © 
Amphibole よめ Pyroxene [8 ¥I]> 4 
に 慣用 され た る 二 つ の HED BFR 
KAM OARD Oo MH £470 kk 
& US BES S SF BA(S.(110) ic PGF 
LUTHbHOR SOB E OTH 
開 面 は , Pyroxene に て は 約 59°Amphi- 


軍人 位 格子 の 形 短 に 互 に 窓 接 の 開 係 ある は , その 根本 に 結 唱 構造 上 の 類似 


1) B. Warren, Z. Krist, 72, 42, 493, 1929. 


ee im 2 He 6, : 969C19) 


な か ら ざ る べから すず , く X 線 分 析 に て それ が 如 志 に 示さ れ た 0 め 。 例 へ ば Dio- 
pside の Chol) より の 各 ス ペク タク トル に 田 し て , その 濃度 る 位置 も 共に よく 
致 せ る , Tremolite の (hol) よめ の 廻 折 が 起 さ れ た 0 め 。 一 磯 物 の 構造 が 其 
だ よく 一 致し , 殆 ん ど 同 一 な る (b) TH LORBEO RR ICME LT t OND 
構造 る 論 ぜ ら る ゝ 程 な り め 。 BT ASLO Oo UEORM PHT 
(LEAP Le RIT SIGH, OMI BIOME ® RIE LO 6 

CeBBIA SUE 雨 投 影 園 が 良く 一 致す る こと を 知る 。 只 著 し き 差異 
は Diopside の “Ca+Mg ” な る 二 回 軸 の 柱 と Tremolite の “2Ca+2Mg” 
BU “3Mg” な る 柱 と に あり め 。 

この 二 結 唱 構 造 の 聞 の 開 係 は Warren & O TRH され, 従来 療 期 せ ぎ ざめ 

し 簡 昌 な 型 前 な る こと が 明 に せら れ た り 。 Diopside の 喋 位 格子 は 通常 その 
KBD BRAC TOBE Lo 2x BHM < BEES Diopside と Tremolithe と を 
HBES Bz Be DBwH le (d,Diopside の 4 CaMg (Si03).-2SUMWEOR 
fAEF- D BBD SRO THORACIC Zo BANS HERS SEY CORTE 
Pi AE F-O (010) 面 に 反映 され , TO WALA LTOMRE BST 初 
め て 二分 子 を 合 む Tremolite DBE FILMS SICBSNSLo DS OM 
き 反 映 を な す と る (010) MLORBEOR FeEMEET BS Cal Mg に 
で 置換 され , また 二 つ は 構造 中 か ら 除 外さ る (8LCaMg (Si03)2), と 2LH2 
CazMg,(SiO3)8) と を 比較 せよ ) う 。 Warren Dams k OSA SF 8 fal 
は 結晶 の ab (TIC BER Sirti S Diopside FHEO—MBWeAR LEO. EOI 
Pee RUTH SRC Dh, 園 中 の 下部 の 結晶 構造 の 一 小 部 分 は に 
反映 せる 如く 表せ り 。 結 唱 構造 の 大 部 分 は , 園 に 示せ る 如く , Tremolite と 
Diopside ¢ OMAR O, ZI KO CHM D BAK AMS 密接 に 類似 

POPRBAES. HI 岡 に は 完全 な る Tremolite OH RI~ Lo 

この 反映 が 結晶 構造 に 及ぼ す 最 も 著 し き 効果 は Si-O 連 針 を 策 6b fa] oS 


\ 
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SHESDM SPIRE LUSLES LUSC LEV. COMBS c Hh 
の 方 向 よ の 見 れ ば 第 89 BUICK SMS HEORMSICRONE ADAH 
ょ り め 見 る 時 に は 第 6 岡 の 如き 形 を 有する こと を 知る な らん 。 AMIS bit 
以上 に 0O MAD AGB, OL Si と の 比 は 3:1 よ めも 小 と な る 。 現 在 
に て は (SigOn) に て 表 さ る 。 

ImZ, Warren は 理想 的 Tremolite の 邊 の 分 子 式 を 訣 定 せめ 。Tremolite 
の 分 子 式 は し ば し ば CaMgsCSiOs)』 に て 表 る れ ど も , Warren は , Bis 
(OH)。 CagMgs Sig0n な る こと を 示し , 且つ 選 を 化 内 分 析 上 の 事 和 を 引用 
UCR Oo 先 づ 連鎖 中 の Si-O の 比 は (SizOrr) に あら ず し て (SigOng 
75.0.0 RIL LBD FB, 4 (CaMgs3(Si03)4) に て 示さ る ゝ 如く ,12 M) 
原子 を 含有 する と せ ば ,2Mg 原子 は 配 位 訟 の 観 跡 より する も 最も 不可 能 と 
思 は れる 位置 に て 置換 さる べき な り の 。 MDH Kirk’ BHAT PO Mg 
原子 は 12 に あら ず し て , 10 と よく 一 致し , KEM 22AOROMAR AY 
り 。 こ れ Si に 属 せ ざる OO 原子 を O 了 HEI 群 と な す に よる な り 。 こ の X 線 分 株 例 
AUS X 線 的 方 法 に て 化 召 式 を 確 定 せ る 美しき 例 な る を 知る , こ ゝ に Gossner 
Kunitz の 化 訓 分 析 の 研究 が 各 狗 立 に と と 同一 の 化 訓 式 に 到達 せる こと 
を 記す れ ば 充分 な め 。 以下 等 化合 物 間 の 同 像 的 看 換 に 開 し て Warren の 
介し た る 其 後 の 研究 を 紹介 せん 。 Si-O HBO ~ IMO HIRE BIC & 99 2 
56° 2 DRIES EAR 7k B BSBA AAD BARA REAB L 75200 6 

線 括 せ ば , Pyroxene と Amphibole ¢ (r#Tls c HHIK P4F LU CHARSI-O 
四面 前 の 無限 の 連鎖 が 存在 し , この 鎖 は Ca 及 Mg 原子 に て 側面 移 に 互 に 結 
BEES. Mg (SICA ERNIE US Be ee UD CBR AOAC ie & AON 
0O 原子 の 間 に 位置 す (第 89 BIB). Olivine 及 Chondrodite Ryifiz jC 


1) B. Gossner Z. Krist. 60, 368. 1924. 2) W. Kunitz, N. Jb. Min. 60, A, 171.° 
1929. 3) B, Waeren Op, cit, 


a fh 及 Rw ‘7121 


- も Mg OMS Z EE UD Y So Ca MF th, SHER 6 SATO RF DE 

BF ABM OR AS TOMES o ZL OMIRMREOALSSRI TG C110) aE 

恨 に 延び た る Si-O 連鎖 に 下行 し , BOI この 連鎖 は その まい BE SH, 0 と 
第 八 園 及 BAe 


Tremolite 


第 8 賠 Dopside HEED COOL) 面 へ の 投影 CWarren) HUe OBO LA 
に 示さ れ た る Diopside Has 尺 面 ~O MMi CMRI S Le 
ば , Amphibole に 特有 な 結 品 構造 と な る 。 

$89 |B] Tremolite E30 (001) H~ORME, Sito & を 連結 する 太 
線 は Si-O BM OMAAOKKE Me VAN に て 示さ れ た る 位置 
は Tremolite #RE PIC TILER 0 CRN SMAEHeE b, 
Hornblende KTUAFXAIKTHSSS, APORBA “c” iit 

EMPL Lic 2 BEE CM Mia pRic T) BAs.C Warren) 


Ca 或 は M & OFBAISREG § WHIMS > KSNLo 

Amphibole (& Lig LIME 7% LTHEL Asbestos と し て 熟知 さる , 
この Asbestos の 繊維 は この Si-O FEBUC ATL, COSI と O LOMO 
LOW 3 DME TONES ITS B&O GAD» Serpentine の 一 種 


! 
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Chrysotile は H4MgsSi209 7% S1bBKe AL, MHEIK % BS OREM 

Asbestos と 呼ば る 。 若 し Asbestos 繊維 の 小 束 を X 線 束 通路 に 置か ば , 普 
WOW Hin BS ME De OMT SN Lo 3 2UE CS OMHEIS, この 軸 の 
AODOLTOFMNMES Ib Ds OST, 明 に 繊維 軸 に 洛 へ る 一 の 結 


上 唱 軸 や ゃ 有する こと を 知る 。Amphibole と Chrysotile £ MAHA Asbestos ; 
1) 
は この 繊維 軸 に 沿 ひ て 殆 ん ど 同 一 の 格子 恒 致 を 有する こと を Clark と その 


共同 研究 者 と は 最初 に 各 見 せ 09。 こ れ に より て , Amphibole 及 Pyroxene 
に 特有 な る Si-O 四面 前 の 連鎖 が Serpentine に 於 て も 或 形成 は 他 の 形 を と 
めで 存在 する こと が 暗示 さる 。 
q. Ei O= Re ORT 
Zachariasen は Titanite CaTiSiOs % X RUPP LT, t OWA Fd 
a=6.55A b=870A c=7.48A B=119°43’ 

75 Bet.) CMBMER, MBE C2, 4 分 子 を 含有 すう SiO, 群 は 猫 立 に て , 
Ti (S/\ GSU 7 t 4 60 原子 の 間 に 横 9,Ca は 70O 原 子 の 間 に 横 る 。 

同氏 は また Benitoite, BaTi Sisg09 を も 分 析 し て Si の 周り の O 原子 の 3 
PURGES SiO % ARI OWIRIGHS 3 Bs BHO 

CDCR A S tuk SOMABUEOM: Co Ne BeERREATED 
の 大 部 分 は 既に 取扱 へ る 大 群 中 に 包括 さ S Si-O 群 の 形 を 明 に する 含め に 
Hemimorphite HyZn SiO; の 結 唱 構造 を 分 析 す る こと は 甚だ 興味 ある こと 
な らん 。 若 し 分 子 中 の OO 原 子 が OH 群 と し て 表 は さる ヽ ゝ とせ ば , Si 四面 
自 は Oo 原子 を 共有 する か , 然 5 ら ざれ ば OW 群 に 連結 する か に あり め 。 後者 の 


1) H. V. Anderson and G, L, Clark, Ind, eng. Chem.24, 924. 1929. 

2) W. Zachariasen, Z, Krist, 73, 7. 1980. 

3) W. Zachariasen, Z, Krist. 74, 139~146, 1930. 

4) Hb { CaMgeSio07 な る 式 に て 表し 得る 成分 た 近 き Melilite の 結晶 構造 
(Warren) 82K GZESaubLA, ZAPCRCTCH<A, 


a+ im 2 HE & 273(23) 


如き 構造 は 従来 何れ の 培 酸 臣 確 物 に も 観 宗 され ず 。 Bi HR Fis HOH 
子 と よし て 表し 得る や る も 知れ ず と ale も , 一 般 に Hemimorphite ($20)4— (x: 
BREE (ZnNOH)2SiOs L#N 6, 4 7 TESENREE Zn2SiOgH,O (dF bt 
ず 。 Dioptase H,Cu SiO, & I ZICMVUOMBLIRY Oo 
5. ££ LER ER Hy 

Al, Si KO の 間 の HAOBMOBD Al2SiO。 =H, Cyanite, 
Sillimanite,| 及び Andalusite, % Mullite AlgSigOi 及び Topaz Al(F. OH) 2 
SiO, に て 表 さ る 。 Staurolite FeCOH), Al4 SigOw の 構造 は , Cyanite の 
構造 と 甚だ 類似 せる を 以 つ て , と を も 前 輝 の も の & と 一群 に し て 取扱 は ん 。 

Al2SiO。 OF AIO WAH FAIRS FO MM Us 

Cyanite =P Ci aH7.09A b=7.72A, co5.56A° 
a=902 oy! 6=101°2’ y=105°44 5" 

Sillimanite By wR VE  a-743A b=758A  c=5.74A 
Andalusite Sy ¢)K VW a=7.90A ba790A (=5.55A 
ZEO=RBEO cHOTIA Kk ORI SAO 10 MCR SHE OCH 

= FOR 2 WABI SF DBD, 次 に FOR BIE な 方 法 に て な さん 
こと を 許さ れ 度 し 。 選 等 の 三 確 物 は 皆 殆 ん ど 同 一 長 さ の c 軸 を 有する こと 
を 知る な らん 。 何れ の 結晶 に も <c 還 に 和 下行 し て ALOR OD 六 回 群 の 連鎖 
が 存在 し , ZHORME TO LORE 8, FORE 8 夫々 二 つ の ORF IH 
AE Vo <c 軸 に 沿 へ る 5.56, 5.74, 5.55 A KORA OWULE OM BOM 
Wie Rts 策 108 BULL OMOA + ERM & OURO I LTR LIC 0 
{is DF (SBC LI CMR EO ZHEOMMBO MLAS Sillimanite (= 44 


1) W. HL. Taylor,Z, Krist., 68, 50 B. 1928; St. Naray Szabo, W. H, Taylor 
and W, W. Jacksor, Z. Krist, 71, 117. 1929. ibid. Pr. Ray, Soc., A, 119, 
132. 1928; W, H. Taylor, Z, Krist, 71, 205. 1929. 
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て & Andalusite に 於 て も 殆 ん ど 同 一 に し て ,Cyanite WHT 34, 2F CBE 
4t DAAC ARSE L SHB IRT O00 DS OM SBS AlzSiOs 分 子 中 の 
_AlO4 OMI PMH So STC の 連鎖 は 側面 に て は Si BOR FP OBA 


se + 


AlgSiOs の 珍 何れ の 場合 に ゃ 構造 は < 軸 の 了 方向 に 見 らち る 。 

$f 10d falc Cia Al の 周り の 和信 面体 群 の 連 針 は 何れ の 場合 に も c 

HCE GE), CREM OMRERNT Bo, 之 等 を 分 ち て 示 

し た りり 。(Naray, Taylor 及 Jackson.) 
OAL RORMFIK OCHS 4. ZHEOMHLETEROERIC ENT 
AlgSiOs に 三 の 異 れる 構造 を 生ずる に 至る , 何れ の 場合 に 於 て る も Si は 40 
原子 の 間 に 在 0 て , SiO4 群 は 猫 立 な り 。 Taylor の 決定 せる 構造 に よれ ば 
Cyanite 中 に て は BAD Al 原子 は 60O 原子 の 間 に あ り , Andalusite 中 に て 
($50 Ofall=, また Sillimanite に て は 40 原 子 の 間 に あ り 。 

O 原子 四面 番 群 内 の Al 原子 の 配置 は , BYES O し に は あら ず 。Horn- 

blende 及 Augite また は Feldspar 中 に 於 ける 如く , 多 く の 場 合 Al& と Si 


(3 


5 2 RM oe 975C25) 


と が 互 に 交換 し 得る 如く 働く こと は MOT EBD. ty Andalusite 
に 於 ける 如く [5.0 原子 の 間 に Al が 配 位 する こと は CHORAL MVS 
Al の 周り の と 等 の 群 を 他 の 化合 物 よ め 得 られ た る 結果 に より て 試す こと 
(REBELS CL KY Andalusite の 結晶 に は 定量 的 X 線 測定 の 基 と 
な る 如く 良好 な る も の な し , され ば 原子 位置 を 精密 に HEEL, 特に 〇 原子 
の 位置 を 決定 する が 如き に 至り て は 成功 を 保 し 難し 。 | 

Groth’ は Cyanite 2\—(ReEBER (AIO) 2SIOg (= C, Andalusite 及 Silli- 
manite DSTESEMEB ALCAl。) SiO ょ な る こと を 暗示 せり , SEO MIS Cya- 
nite DACA ER 安定 な る 事 家 に よれ め り 。 然 れ ど も 以上 の 結果 より は 
Al2SiO。 D=A Lt MIL S SiO, 群 を 有 し , 夫 に 正 球 酸 監 ら し く 見 える な 
5 Ao 

Cyanite 中 の '\ 〇 IRF ISITE CICA S, Cyanite の 完全 な る 分 析 
DBT GRAS, © OBRWMORREISIEA HAR CIA SC LD, CORAL 
EOE RUB SiS X RMT OHE LICK OTHRSENKEOS BI 
BB), SHEAR AR LK ARS, OR FRAHOMPRO IAC Si 
及 Al 原子 を 配置 さす べき や が 問題 と な れ り 0。 

Staurolite の 結 唱 構造 は Cardoso (= k O Tak Sar, N4ray に より て 完全 に 
PMS RIO. ZhPUPREI 2 ME Lt Oo 

Staurolite H,FeAl,SizOv, Sf BE Vin 4 分 子 

o=7.82A b=16.52A c=5.63A 


> OEBANLEAst (dk, Naray が X RAMOMIAL OMBPELS EOI LT 
= OK LALA LOR LE OBRL Cyanite DIMEN ATH § BW Stee 
 oStaurolite ) OO BALE F- 7 DIZ et 4 hada tise Ze FB 11 剛 に 示 し た り 。 


1) Chen. Krist. 2. 258. 
2) St. Naray-Szabo’. Z, Krist. 71, 103, 1929. 
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1) 
Cyanite と Staurolite O74;j# AIS AAOBEBIC UT, Cardoso は 連 井 


 $+-SRS+=—8 


QO 0 ston, at heghts0 ana os 


O 0 shams, af delghts 025 20d O75 


| 


第 11 賠 Staurolite m —Mfrgs 
子 を (001) WK Selo Bi 
線 た に て 示さ れ た る Cyanite OH. 
位 格子 の 導き 方 を 示せ Yo 
(Naray.) 

S128] RF RRR OM tm 
す Topaz off thie 『 と 印 し 
SKA HHA Rit OA FR) 
ee, ZHAO RF ERY T Si 
JAS re BEARS ず 。 (Pauling, 
Alston Je3West) 


と 調和 す SMT ZO BOA F OK 
3 ORI (SATAY PROTEST OC 
と を 指示 し , Naray と Taylor は Stau- 
rolite 及 Cyanite の X 線 分 析 に より 
Cl OF B72 MK RHA O 。 Stau- 
rolite は その 構造 中 に Cyanite OFF 
笠 と 同一 の 部 分 を 含む , D>» る 部 分 
が 園 中 に も 示さ れ , Z LF 10 [al & % 
比較 せ ば Cyanite 構造 や 有する こと 
を 本 解き され ん 。 Staurolite は Fe 原子 
t OH 群 と を 含む 蓮 居 が , Cyanite 
の 所 々 の 薄 必 に 撤 布 せる 如き 構造 を 
BS LEMS, ZED Wek b 
軸 に 垂直 に 位置 せ ひ 0。 さ れ ば Stau- 
rolite の b 面 上 の 原子 配置 は , そ の 面 
O38 OBR ILA SF D Cyanite fe 
の “a” 面 上 の それ と 全く 同一 な 9。 
即ち Staurolite の Cyanite に 詩 す る 
BAt#(& Chondrodite の Olivine (= 3} 
す と 同一 な り 。Néray 及び Taylor 
は Staurolite の X 線 分 析 の 結果 よめ 

Cyanite の 結晶 構造 に 到達 せ 0 。 


Mullite AlgSigO.3 & Sillimanite Al,SiO, 2 に よ ょ つて 奥 へ られ た る X 線 


1) G. M. Cardoso, Ber, Siichs, Ges, 80. 165. 1929. 


評 論 及 OME Ok 277C27) 


廻 折 の 資料 の 題 著 な る 類似 性 に つき て は 永き 間 , 多く の 推論 の 種 な りき 。 


初め 久 き 聞 は , BOAR WAHT SALES OS HES, X MBIT LONE 


OWA, WK X SIE EOF RL UT, それ 等 に 特有 な る 差異 を 


旨 摘 する に 至れ 0 。 Wyckoff は 初め て Sillimanite と Mullite 0) #8 fips Fit 
KA AlgSigOn 及 Aly Siz Ory 1/2 BARES D AML & HSH OG 
WAM ICMR EO GBC, 後者 は Mullite DBO RHEE IREO SD 


和美 に 大 な る こと を 暗示 せり の 。 Mullite 構造 は Sillimanite の それ に 上 類似 せる 


如 し と いふ こと に より て , 400 中 の 1 丈 〇 原子 が 取り 去ら れ , Birr 
に て Si が 一 つ 丈 Al に て 置換 され た る その 差異 と 解 し て も 可 な る べし 。 © 


Taylro O/§¥ S Sillimanite 構造 の 研究 は その 邊 の 事情 を よく 示し た 0 り 。 - 


PROD Al 原子 の 位置 は Si の 位置 と て 殆 ん ど 同 一 な り , され ば BBR SID 
Al に より め り て 更に 多く 置換 さる ゝ が 如き る も,Si と Al OIRO X Mer Mae 
BRA El RUE, それ に より て XPS PNAS SRASLo 
40 中 より 1 つの の 〇 原子 を 除去 する こと は , 結 上 量 構 造 の 模型 を 破 壌 する こと 
な し に 起 の 得る 如く 見 ⑰。 
Topaz CAl (OHS F)J2SiO4 は Pauling & Alston jeWest と に て 同時 
に X 線 分 株 を な せめ 。 SiO4 群 が 卿 立 な れ ば 上 眞 の 正 理 酸 忠 な り 。 各 Al 上 原子 
は 四 〇 原子 及 2F 原子 或 は OH 群 に て 園 続 さ れ , 各 O 原子 は Si と 2Al 上 原子 
と に 連結 され , 各 OH 群 成 は 原子 は 2Al 原子 に 結合 さる 。 ZHOMAM 
REIS ABE LALOR ICTR SUED o 

Topaz (XB UMBC MUR D S Riis OM CO 原子 と OW FER F ik 
fal CFD, 立方 型 及 慕 通 の 六方 型 以外 の 窓 に 充填 せる 原子 麻 と な り て 


1) R. W. G. Wyckoff, Amer, J, Sci, 14, 459. 1926. 

2) L, Pauling, Pr, Nat. Acad. Sci, 14, 603. 1928. 

3) N. A. Alston and J. West. Pr. Roy. Soc., A., 121, 358. 1928, Z. Krist. 
69, 149. 1928. 
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HEA EO られ, DORIC 反 覆 され る 如く 構成 さる ゝ こと な の め の 。 BD % aera 
BEDNAR A ER —IAIHEA LF 6dr, 共に Topaz の 場合 
と 矛 牛 すれ ば な り め 。 第 12 [ANC © OBE AL, Z OWL FILKOM Lo 
Topaz Al (F, OH),SiIO, V, 4 分 子 
; a=4.64A b=8.78A C=8.38A 
6. =A$crReS cus 
Garnet, CagAloSizOw. Menzer (S29 Garnet 0) #fipse WAST と (2G 
ROWE HLT: 0 0 容 聞 群 は Ox に し て , 潮位 格子 中 に 8 分 子 を 含む 。 
GSA TRA Fe, Al, SO SR 
CRTs Os, 1203A  MnsAl,SigOw T11608 
CagCr2SigO 11.954 MgsAl.SigOo 11.51A 
CO IEATAE F- (8 96.0 を 含み て , SRICOBME TBIBA ERG RAPS 
の 一 部 分 を 第 13 岡 に 示せ り , 原子 相互 の 開 係 を 示す に は 充分 な らん 。 SiO』 
BSB UT, & 人 Al 康子 は 規則 正しき 6.0 原子 群 の 聞 に あり 。 先 づ 
Menzer, は ' Ca 原子 は 4.0 REFORM HO Lt Lb, HERO Ca 
k OKA ESTEE ATT § SORE OREF SIL RRO, ZOO 
RSG OPED Hl & 75 0, He 7oT VATS SERB RO, 3 れ ば Ca が Fe 
Mg 或 は Mn に て 置換 され る 時 , この 八 回 群 が 或 四 回 群 と な る こと は 紫 何 
BRAK AYHE Oo Ca, Al 及 Si lsh HOBWHPRC k O CUE UA RMS 
9, ORRFISILT 同 償 に し て , 三 座 標 を 有する —AERMILER a O o Garnet 
DRA TSHR AT SIL ED» DEF, その HERE ELE (Parameter) Bp 
vETED SLI BITE O 6 
Beryl, BegAl,SigOus は West L3FK LIC) THT, ZORA 


1) G. Menzer, Z. Krist. 63, 157. 1926. ibid. 69, 300. 1928. 
2) W. L. Bragg and J. West, Pr. Roy. Soc,, A., 111, 691. 1926. 
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Den 2=9.21A, c=9.17A に し て , RIE FEE. TO HR 
を 示す に 充分 な る Beryl 構造 の 一 部 を 第 14 BIRT 06 
St=8 及 第 十 四 園 Beryl ($—{@EERRES IC AAR 
(BAT BAD s ple CH 
に 分 析 さ れ た る 化合 物 な め 。 Si 原 
子 は 正 圭 酸 臨 の 場合 と 同様 に 40 
原子 の 間 に あ り , 四面 和 角 群 は 夫々 
の 二 隅 に て 連鎖 され て , SigOis な 
る 成分 の 環形 成 し , ZED Hails 
Al 原子 と は 六 回 群 を 形成 し て 互 
に 連鎖 を 保ち , Be 原子 と は 四 回 桁 
を 形成 せり 。 COBH Garnet 
の 構造 と 美 に 配 位 の よき 例 な め 。 
規則 正しき 六 回 群 及 四 回 群 は 複雑 
な る 電位 格子 中 に 党 然 存在 す 。 こ 、 
の 苗 の 中 心 を 通過 する 六 回 軸 は 
2 OAL ARO O SATA 
2 洞 を な し て 存 し , も し O 原子 の 直 
9M ABE Gos ols (Ge 27A とせ ば は, CORD 
NG RONMENT SI 
ON NY DORR OR I NO 


5 14]a] Beryl BesAlgSieOis Oxi Beryl 中 に He を 含め る BHBEIS 


品 橋 造 な り 。o 六 回 式 Si-O 環 は 4.58A ; 
D MAME CHAAR OD ETS BE Ta Cs OMS 大 原子 の 存 す る こと あ 


の 反映 敵 稀 面 上 た あり 。 濃 き 線 に て : 
LW @ Si-O Re Me Vo ADEE AS Lo 


Gossner 及 Mussgnug (£#}77 HR RO Cordierite (MgeAl4Sis Oi) と 六方 
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HERO Beryl LC RMKOD SI L% MNST-BMOUR ZY Oo 彼 
等 は Cordierite Of§ AWMF& a=17.-10A, b=9.78A, c=4.33A, “ASH IE 
[kV に し て , そ の 4 分子 を 含む こと を 見 出せ り 。 HOKKOMSRTEE 
換 の 行 は れる こと を 林 像 し て その 開 係 を 表せ 0 。 

Beryl BegAl,SigQis Cordierite Mg2Al. Aly. Sis Al. Oig 

筆者 は こ ゝ に 次 の 如き 置換 が 可能 な る こと を 提議 せん と 欲す 。 

Beryl Beg. Aly. Sig- Ois Cordicrite Al 3. Mgs. Sis Al. OR 

Al (LVM ES, され ば Beryl 中 に て は Be を 置換 し 得る な る ペ 

し , 更に それ 以上 に Mg が 六 回 群 中 に ある こと は し ば し ば 起 る こと に し て , 
Beryl 中 の Al を 置換 し 得る 事 も 営 然 5 らしく 思 は る 。 若 し 後者 の 置換 が 次 
BRS LUE, Cordierite は 区 人 節 に 於 て 取扱 れる 一 組 の 化合 物 な め 。 

それ 等 の 化合 物 に て は HR Al の 周り の 連鎖 四面 咽 群 の 結構 は SiO』 型 
DERM Oo SOMBIE CAl4SisOi) に し て O & と (AISi) と の 
比 は 普通 の 如く 2 謀 1 な り 。 

Gossner 及 Mussgnug は また Thortveitite (EO を 研究 し , Zach- 
ariasen は その 研究 を 捧 張 し て , EIS < OME HERE RB e MER CREE 。 
Se は 6.O 原子 の 不 規則 群 の 間 に 横 る 。 Si O (SHHILHE S120, を 形成 し , 2 
UTTAR RE DSI 〇 原子 に て 連鎖 され る を 示せ め り 。Si-O bond SHARAN 
直 に 位置 せ 9。 

筆者 (NS RBs 0 L Melilite ROWER SINS SL Le SHL ・ 
Warren FEI RHORCKS. CD SOs MAN LBIL CagMgSi, O, 
に し て , その 中 の Al は Mg & Si を 置換 す 。Thortveitite PU AM <, 


1)2B. Gossner,and F, Mussgnug. N. Jb. Min., A, 1929, 216. 
2) B.+Gossner aud F, Mussgnug, C. Min., A, 1.1. 1929. 

3) W. Zachariasen, Z, Krist. 73, 1. 1930. 

4) B, Warree, Z Krist, 74, 131. 1930. 
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Mellilite に も Si207 群 を 含み , Mg 及び Mg を 置換 する Al は O の 皿 回 群 


第 十 五 園 及 Ste 


第 15 賠 Danburite Ca B2Si20g の 結 品 村 造 の 模式 な り CDunbar 
and Machatschki), AIIM CP eSMeLZKEY 6/2 Lr 
THEM LK Perit d BM OR OMA OFF inte Ee Yo 
Si kit Boy o ORF pOMAR b, FORRBRA LIK tO 
AS& AL, <OKRAtOMMOM 1/2 VU, RRA Lo O 
原子 は 2Si 或 は 2B CHA XS, TOWOO KFia Bit Site 
Bt. AAlL RAM bo Ca を , 際 を 施せ る 園 は 下 反 映画 上 の Ca 
を 示せ リ 。 Ca は 8.0 原子 の 間 に 横 れ り 。 

#516]8] 。 Vltramarine (Jaeger) O¥E BARRE EAB Cave り _ SHish 
PUKE DSA ARE EOE LS SH MENeEV ALI 
Jc MAC Ca L> UR AR Le KO HICH, © OFT AAAE 
SE ARIA HEP OZ Mae ROMA PIC CRIN T 全体 に 
PIRI SM BRT. SrA stvAAHRKBOPHCS Vo 
(Na S04) Oi & HERE BRE IC BEN Yo 
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中 に 必ず 存する 如き 興味 ある 和 性質 を も 有する こと を 知れ 0。 

Machatschki 及 Dunbar (= & 0 TH Siri 4 Danburite (CaBySig03)O 
研究 が , SEK OWENS T MME HT, その 原子 座標 母 致 は BUT BHR 
HIT PALME 7s BBD PE CDE LYED O So Str ERIK t OMREO— ARAM 

ReikmEIe Strvtz S24 Lo Machatschki £ Danbur 2 (£4 O1GEA (LIER: 
酸 臣 な る こと を 示せ ども ,Si LO と は Siz0z 群 を 形成 する こと を RAE 
bo COMP CIKZ & MBRONSERE B207 が 構成 され ,8.O 原子 中 1.0 
は 2Si 原子 に 共有 され , 1.0 (£2 Bir, BAO 6.0 (k SiR BICHA SS. DM 
(OMS Hels ZA Si t BOS © OPERADUIMESTE t BATE 4S 7% 6 Avo 
CalSe OEP O RUC MEE Oo Z7e FS 15 RICA O o 

2A = ied Hise (SBE ESERIES LT, Siz0z の 形 ¢ と 一致 せ 0 。 

7. 連鎖 四面 体 群 の 拉 造 。 長石 型 橋 千 

Machatschki は 1928 年 に 以下 充分 論議 せん と する 長石 の 結 唱 構造 と 化 
EAM HES LEDS B BETS 興味 ある 論 訪 を 公 に し , 次 の 如く し て 構成 され る 
iidnheialc [RA oO BRR TT OO Bb Si nkist Al の 周り の OO 原子 
DU RG AES | BAC SERA され て , HO 原子 は 2 DOTRSHE Ic 共 通 な り , され ば 
SiO『 の 形 に て 表 さ れる が 如く な れ 0。 EAB CSIOn) 自身 は Si と 0 の 原子 
信 は 下 衡 を 係 ち , 今 参 へ ん と する 化合 物 に て は Si OBB ALI CHR 
きれ , その 結果 連 針 四面 般 構 造 の 全 人 負荷 は Cav, Na, Ky OMSIE1 4 -O 
hile & O CREAR SIRT Oo 詳 訟 すれ ば Machatschki は この HO 
結 曲 構造 が 長石 群 に 存在 する こと を 療 言 せめ 0 。 彼 は 更に Beryl 及 Phenacite 
の 如き 化合 物 を も 包括 し て 長石 型 に 局 せ し め , その 構造 中 に て Be 原子 は 四 
Hehe 7x L, 2B 原子 も 同様 の 構造 を と 9 め 得 る こと を 述べ た り め 。 

AL 原子 は 一 般 に Si 原子 を 置換 し , 等 の 第 一 構造 を Si の 一 部 が Al に て 


1) F. Marchatschki, C. Min... A, 1928, 97. 
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Him S arte SEIU EEO Sie PRIA Wt: SHEE LAOH SS Lo 
MES ¢ Si BMAD MIAME & O HERE S tric B Danburite の 如き も の 
ゝ 構造 も この 型 に 属す る と な す を 得 ん 。 然 れ ど も 筆者 は この 定義 を Bery1 
や Phenacite YALA SF AM < HES ASEBA KARICLHGOFRLBAS 
SDE Y HL BOM 0 OWRD MS Lik Be SiO, & Zn2Si0, 
と は 同様 の 構造 とめ 得 べ く ,Zn の 周り の 同様 の 群 る この 型 に 包括 すべ き 
な め り 。 若 し Zn の 周り の 群 を 包括 する と せ ば , Mg の 周り の 四面 骨格 を 除外 
する 理由 な き が 加 Lo HLL ORB Si, ALR BOM 0 OMAR A 
S Shae I UPR (KC OER 34H SIMS MOAR GAD 
Machatschkip? 2 OA APeILHE LCL, & DANTE + % BUBO RSA HSE 
の 分 析 が 公 に せら れ た り 。Jaeger は Nozean 及 Ultramarine の 基本 的 構 
造 を 決定 せり 0。 彼 は Zeolite 群 中 Analcite を 分 析 し た め , BS <MTO 
Zeolite PZ OM MAREK OHMS 7SEDO> Mlle Schiebold は 長石 自 
FOE EMEC IS DRM DLE BE O o 

ee (SJLTAAT. Ultramarines が Nosean, Hauyne 及 Lazurite の 如 
Shh ROW & と 同様 の 粉末 X 線 宮 貴 を 奥 ふ る こと を 示せ り 。9.18A な 
BRL 22 ATT DRED ICT BAAS FS ROMA ESN IN TH SHS EOD 


Nozean NagAlg(SiO4)¢, 2NagSO,4 
Hauyne NagAl, (SiO04)¢, 20Nazg, Ca) SO4 
Lazurite NagAl, (Si04)¢, 2NaoSz, 


Na が 他 の 元素 に て 置換 され , また SO,g FEDS 或 は 他 の 構造 群 に て 置換 
SHS LISERRS BOBS LK. 
Jaeger は Ultramarine 234 # firt§ Ff D (Al Sig Oos) 8% BAO Hake K 


1) F. M. Jaeger, Akad, Amsterdam, Vers]. 32. 1929. ibid. Trans, Faraday 
Soc, 25, 320. 1929. 


284034) BAT DR SB 


OMMSHOT ERRNO. FOMBAUTBIO SAL 16 NCA O o 
この 網目 構造 の 内 部 に は , BALE EO de I O TKI } ABRA 0, Jae- 
ger は その 中 に Na RBRe At LEA O Mid SNF (ALOK 
FD 8 MBIA O & UCT OMB EL O 。 BAD 2Na 原子 は Nozean 中 
に て は 固定 せる 位置 や 有 せ ず , Ultramarine (co CSM 6 OMMRED 
彼 の 所 調 “ Wandering” な め り LBA Oo KIL Nosean 中 の ・04 群 が 
[EE ALAS SEBO SNR O 。 
Jaeger の 描け る Ultramarine の 構造 は 本 贈 と し て 負荷 電気 を 有する , 
Al 及 Si OJA ) ODOR TUNE 00 CORWERS PHS US 
に 要する Na 原子 は 二 次 的 の 固定 成分 (NagAlgSigOnu)2* と KUTCH LAE 
子 の 壁 に 保 た れ 衝 に は Na SO』, Na Ss の 如き 負荷 構造 群 は こつ 宛 こ の 卒 洞 
中 に 含ま る 。Jaeger は か く の 如 き 構 造 は 一 元素 或 は 根 が 他 の も の を 置換 し 
得る 場合 ある を 訟 明 し , HO Zeolite が 之 と 同様 の 構造 を 有 し 得る な らん こ 
と を 推論 せめ 。 

Taylor は Analcite, NaAISi,0gH,0 を 分 析 せ 0 。 こ の 結 品 は 立方 唱 系 
に し て , ZOMMBEO-—BOK 3 lb 13.78, その AHMAD Of な る こと は 
環 人 の 研究 者 の 皆 一 致す る 所 な め 。Analcite MAO MOK D S Bild F OM Lo 

ZO HAAS Ff Zid 96.0. 82Si, 16Al, 16 Na 及び 16H,0 を 含み , OK 
間 群 Ou の 一 般 馴 位 置 は 96 MZ Oo FEL ALSI 及 Na BP OTRAS 
子 中 の 16, 32, 16 な る 位置 に 相 党 し た 特別 中 位置 に 配置 され た り と せ ば , そ 
れ 等 は 三 回 輌 上 に 一 列 を な し て 密 に 詰め られ ざる だ さか ら ず 。 かく の 如 き 結 
晶 構 造 が X 線 の 資料 よめ 理論 的 に 導 か れる こと を Schiebold J Gruner に 
よめ て 示さ れ た め り , LOMES CSHB ls 甚だ 不可 能 に し て BBR le 


1) W. H. Taylor. Z, Krist. 74, 1~18. 1930. 
2) J. W, Grnner, Z. Krist, 68. 363. 1928. 
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他 の 構造 が 存在 すべ き な り 0。 

その 構造 は Si 及 Al を 同 叶 に 群 と な し て , LEO 原子 を 48 MTCC 
き て 構成 さる 。 Taylor ($5 OM ORE EO X MAMIE & CIEL, 
THOM T MERA BS 2 SNUU TIO ee te SHB BLA BD bet 
Do DS OM UT, COMBE WHA OF UT, Birdy と な る 。 Rie 
Taylor は 16 Na fi ¢ BAHAR OF O16 PRE + HOSTAL LER RYE 
0 o HIS ZOMG MNT SIH OT 24 ABM OMNT Na %BYLTH 
BBY Oo Kil LORHEOR GSC b%,Na% Ag に て 置換 し , 4 OP RXR 
Sh ORMORE OBC ZONE & OB LCRPINE 0 。 最 - に Taylor, 
(SPH Keak Analcite Oy fii M8 2 LOBE LC HO BR F- BYE O 
16 FIRM IRF ES SL HED TAY © 

2 OBRIO RAIL IEPE ATS 2 ASF 2e AF LC OME OT 
褒 明 する は 困難 な り , され ば 原論 次 を 参照 され ん こと を 推 む 。 ま た Jaeger 
の 決定 せる Ultramarine の 構造 に 於 ける 如く ALK Si OMISVV ABO XK 
的 網目 構造 あり 。 こ の 網目 構造 中 に AM DA OT, TOHSIKOM 
[= H,O 分 子 が 通過 し , LNa の Ag, 或 は 他 の 金 局 に よる 置換 も この 容 洞 を 
通し て ROG SEDL¥AKO, し か れ ど る も Jaeger の 場合 と 異 る は , 
Taylor は “ Wandering” の 成分 を 見 出さ ぐる こと に あり 0。 

16 Na fA Fld WALES FD 24 の 可能 の 位置 に 勝手 に 位置 し 得々 と 洪 る , 
猫 ほ 一 定 の 型 を 形成 する 如き 位置 を 占 む 。 耳 2O 原子 は 符 く 決定 的 の 位置 ) 
に あめ り 。 Taylor の Analcite 構造 は Jaeger の Ultramarine 中 に ある 
Wandering OF #RTMEES S75 ON Lo 

Ultramarine や Analcite (2 THM S tric SDM STEAD HHO RE 
は Zeolite ARATE T SI MOKROEWERSR LA それ は 既に し 


1) CO RABEO— MAH 21 A KMIEVE VS 
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ば し ば 指 首 さ れ た る が 如く ,CAL SD と O LOWAWWLRAC LeRMY 
9, BACH T &ILTO Zeolite は この 比 を 保 て 0 。Zeolite の 此 容 隙 を 有 し 
し か も 訣 固 た る 結晶 構造 を 構成 する 事 は その 結語 構造 を 破 壌 する 事 な し に 

H2O が 結晶 に 出入 する を 廃 明 せ り 。 ま た それ は Zeolite に 共通 の 性 費 た る 
(BEA BHA 0, Anacite (LEO k SPIT Oo REG § KMIO Zeolitels Z 
れ 自身 に 高度 の 咽 穏 を 有する HSS MPBOME He me LT 構成 さる 。 
Si の 一 部 が Al に て 置換 され た る 時 , その 圭 笑 は 低下 すれ ども , そこ に 生 ず 

硫 は 倫 り 大 な ら ず , Analcite TSAI TT ES eh bb, X RY 
測定 に て は On の 完全 な る MAMAS BM ¢ 7 Oo Taylor の 分 析 に ょ 
れ ば 偶然 に も Analcite の 構造 は 座間 群 の 理論 の 要求 を 敗 帳 面 に 解 得 する 上 
に 用 ひら れ ざ る べから ざさ ざる 注意 を 示せ め り 。X 線 の 反射 に BB Ue Al が 
Si を 置換 する は 著 し き こと な れ ど 此 場 合 に は 更に 16Na RED BABE 
の 24 BCMA SPL SANDS SS BHESRRA OS 

Cordierite, Mg, Al,SisOis 構造 の 結構 は CALSiI5018) 4-2 SBR YA 
する 連鎖 四面 鏡 群 の 一 例 な る や も 知れ ず 。 CMMTBHA). 

Schiebold (SRA ORF AAO RMN Dee BR, SHORT OK 
の 座標 を 決定 せめ り , Lab bak ORF ORE DA 0 BH LIES TREY 
SDH L, BM bt OR FHA DESO IO 1/2 2 0 GE LBZ ORE 
を 正しく 解 種 する と せ ば )。 Schiebold が 公約 せ し 母 敷 の 精密 な る 決定 は 甚 
だ 興味 多き こと な る べし 。 その 構造 は Ultramarine や Analcite (HOS 
が 如く 連 針 四面 骨 の 間隙 有する 網目 構造 な る が 如 Lo ZHOMPHIe Tt 
(£4 WORE OSs (SE) S BI FFE O 。Schiebold (t A 4 ORB IK 
近似 と し て WN OTBD, こ ゝ に ROBE SABE k OAC SBMS S 
こと は 企 て ず , HICKS TOMAR SHEO 生ずる 重大 な る EPBBED 
AEB OBA O RUD D FB 2e PIM LCR UIE Oo (未完 
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1193, 加 感 に よる 硫 物 の 色 の 奨 化 
Przibram K, 

AB RO BK PR eM ~ CHO 
4 DEMME eRe VY. —BHMICH LT 
20,000 TROBE te SBE OP IK BC KE 
ice OSA eEKBEKHEL 
Be C8 ABC oh EA IC PS TL EE 
め ず 。 HhAR EAA ih HS oe bm 
さざれ どる も Missouri fj Joplin Eo fa 
Fi EAR ATR UE 8 IC BRE Gg TH LU Cae 
ANBRIC & 3 BRD (4 DEM (2 Hi GAAS FE 
造 の 歪 に 起因 する も ゃ の な り と 。 (CSitz. A. 
W. W., 138, 263~269, 1929) Chn#ED 
1194, ME UICLABREOSITBAR 
出 本 洋一 。 

著者 は Brinell MERiGH es HOCH 
BAA aad Hr © COLO) BS PATETIC 1 #4 
Fi ial BY b ib D Dy ay IK HG He S PEEK hn 
EEL, RK b 軸 の 方 向 に X 線 を 放射 し て 
{EK SBEX OOTY =F REM OMI EE 
BEV 9 RIC MB IC FUT 7 9 = 
SEBEL L. #1 MME 22 kg/mm2 OY, 
合 に 及び て 所 調 Rontgen asterism OF RK 
EBL, ラッ = Sess DOV AC ER 
HO Ul MURS OLY FEM 
i's LWA e UD CHK SIC BT 
SHE HH OPV RIA ( HRT SIC 
EY, BW SMBOA MIC a He 3 hie 


DF HSE AIL © (BME BA te LIC EE 
FELOLEN5S,_ Gos, 9, 522~. 


| 527, 1930) (4 RA) 


1195, BRRZHEMES sUNORA 
ise 
Fuchite の X 線 研 究 の 結果 ょ り , 著者 
の 提唱 せる 複雑 な る イオ ン 結 品 の イオ ン 
2S iB KC Talc, Pyrophyllite 及 Micas 
OF MBE Ein CT, その 物理 性 , Bm 
分 を も 考察 せり 。Hydrargyllite AICOH)g3 
と B-Tridymite 及 8-Cristobalite の 潤 層 と 
が 康 面 と し て 相 重 り て 電 抽 的 に 中 性 と な 
る 時 約 10 A の 厚 さ の Si4AlgOioCOH)2 
Lt VU, Zk Pyrophyllite Hy PEt Stk 
EAR & HAH Lt So その 中 に て 
Brucite Mg(OH)z の 蘭 層 が AICOH) 3 & 
代 る 時 , Si4MgsOio(OH う 2 な る Taleo 
HERD ROE BRATS も の と な り , 
Pyrophyllite 薄 層 中 の Si イオ ン Cuber dk 
=D)RLOI/A LA + vy (HH H=6) 
に て 置換 され る 時 , そ の HAA Free L 
て , PEP & ORM Clk 結 品 中 の 適 
営 の 空間 に KT sit Na「 を 加 へ ざる さか 
b+, wm LT Muscovite KSisAl, Ala 
Ow (OH, FD)2, & Biotite KSig Al, Mgs 
Ow, COH, F)2 と な る (各層 の 詳細 な る 


Pauling, L 


HEIL RGR e BIRT kL), LEE 
J OIC em F ME 

Pyrophyllite Tale 

607 60 

4sit# Spe 

40° 4-20H7 40° -+-20H~ 
aart 3 6M ay 
40-200 BOR ZO 


8% 


988(38) > 
4sit® Asi 
6Ow 7 3 ie 
Muscovite 
60 


¥3Si 4 Alt? 
40° + 2COH™, FO) 
Origin 4A1t3 
40~+2COH F7) 
ssi Al) 
60 — 
1a 
60— | 
38i* Fete 


Charge 
—2 


Biotite 

60 

3Srt 4 ar ks 

40° +2(0H, F-) 

Origin 6Mg** 

40°+2(0H', FS 

sgi +4 4 Alt3 

60 

2k* 

607 ) 

3Sit*, etc. (ce 

EO IANA GHB VU. それ SBE 

WORT 3 ierke OLRM Y, RH 
SC ZERMOAT SHIT MRERCH 
ば 次 の 如 し 。 


Charge * 


| | BF 

Be a 
Muscovite 5.17| 8.94 20.21|969| 2 
Fuchite 5.19} 8.99 20.14|96°| 2 


6-Tridymite 1 
6-Cristobalite J 


Hydrargyllite 


|/hexagonal \ 
5.03 871 (Iayerc2¥ }} 


5.09 9.76°°, 


8.70 19’ 4 


(Pr. Nat, Acad. Sci,, 16, 123~129, 1930) 


(高根 
1196, Columbite O#¢ SiR 
divant. J. H. 

‘Fe, Mu) (CbTa)20g な る 成分 を 有 す 
% Columbite-Tantalite o x¥ Rese % Laue 
AME HIE に ょ り て 研究 し て , OW 
HERR Fao =5.085 A, by =14.238A, cp 
=5.720A な る を 知り 。 そら の 彫像 混合 比 
と 比重 と の 開 係 ょ より 本 冥 験 に 用 ひたる る も 
の の 成分 を KOT, と の 持 位 格子 中 に 4 
分 子 を 含む を 知れ り 。 RK Lave HAO 
反射 より VE な る 空間 警 た 属す る を 知り 
その 札 Pauling oRIC KAO Cc BEALE L O 
JRF © BORE eR LC % OFF ARE 
を 分 析 せ り 。 Ht OM shld Fe Cor Mn) 
の 周り の 〇 原子 に 面体 辞 と Cb Cor Ta) 
原子 の 周り の O 原子 入 面 体 辞 と の 集合 
LU VAAL 2 BIC CHD ATR 
LSE LC RUIRIC SSR LC BRA PRE 
EERE V, TO FeO Heo wBL 12 
2.12A,Cb-O は 2.04A, 0-0 は Fe Alii tk 
に て は 3.00A, Cb 人 面体 に て は 287A な 
りき 。(Z. X. 75, 88~108. 1930) BARI 
1197, JAX MgSiOs OF BBE 
Warren, B. E., Modell D, I, 

SAREE AL & A) OC ROB REI & VT 
X HAE ERD CX OMA OM 
Hex & UT MgSiOg OFFER RDE VG 
ERC HV Cle Warren. & Bragg に 
XY CAPES 11 Ye 3 BMT OME MBSE & 
Su LT ZHELOE SHAK ORE 
FOFTCLERMARV, PHMAOKRK 
i LCA & EU Ct OMLADHTG ICH 


Stur- 


527 


8k 28989) 


する 閣 係 を ROK V, Bireefit a= 
18.20A, b, =8.86A, co =5.208 IC LTE 
@ ti Ask a:b :c=—2.055:1:0.587 2% V 
FEROMAIC IE LCawoezantot 
従来 の 一 般 面 は Chk) と (2hk1) と な る 
べき な り 。 その 塞 間 群 は VE に し て (Mg 
Fe) SiOs FF OE ZHKAKBHAR 
PLR FD — fe te Y 4 Dana や Hintze に 控 
用 され た る 2 軸 は X MACs bie s 
Een) BHA t OMT ON RE 
CMI (“は aC-=9.71A) xsin 8), 


Bia BORA 4 
=9,34A, ap =18.20A 
bo =8.89 bo =8.87 
co ==5.24 Co =5.20 

B=74°10° 


例 構 造 は Si-O POM (Kate Me に て 連 
She SEK Ve Y Cc HNIC Arie V 
COSBic kV CHPARMMAOUA & k ¢ 
MH LFS ABMAOBsA tt Vo 
t OFh is Bu OY & & i) HICH — a re 
DE FGNGIRICHK Ct Tremolite KR 
— Bin BRK LCS COMROR ME 
em PAA shia t UCHR S 

Hh ee RE LE VMTN COR 
鎖 の 存在 に た ょ る 。 こ と の Hill 中 に 於 ける 
Si-O の 距離 は 1.58A に て ,Mg-O ostih 
は 平均 2.197A te 09 CZ. X, 75, ユ 14, 
1930) て 高根) 

1198, アル カリ り 』 り 硫酸 環 の 空間 群 Ogg, A 

SER (LBC Tr HY HBR ZEA REIS 
Vit sGRBRE LEDS) LIK, LOK 
Vit 0 LT SABRCLS, tA HS 
に 及 で る な り 。 HOM BIH Vi a X 


辻 験 結果 を 満足 する 唯 - OZR SH 
& ie D, He Taylor 及 Boyer ys X 線 分 析 に 
依り 求め た る アル ヵ リ 硫酸 壇 の 単位 格子 
の 大 さき は , Tutton OF Ria k v MH 
せる 値 と ょ く 一 致す る 事 を 示せ り 。 叉 閉 
A OS Ha WHERE XV ETHEL SE BRB 
FP bil D RPA ME at, Pauling が 波動 
DBOMACHRA RD BRFPEOM 
に 丁 慶一 致す る 事 を 輝 べ た り 。 HOTS 
SAIC, 上 秀 問 題 た に 閥 する Tutton の noted 
y 。 (Phil, Mag. 9, 665~667, 1930) 
(fz FJ 
1199, SEBO 110} IRET Tokody, L 
BA ORE KNB UHRHO 
BY GH © BEd, ILO IC 予行 な る RFit 
間 の 距離 が 比 連 的 大 な る に 依る も の な る 
さ べし 。 RS KA UHROMBT 3 2B 


ERAS SARA CLLOVINICH phe S MET 


BAEFS 3, ZARAHO MEM CHS 
CH A OU KO BREA OS PACE 
《 く も の な る 事 は , 其 の eho RAM Mm 
維 質 な る 事 よ り 推 さる 。 叉 並 進 面 を 生 ず 
る 際 に 件 ふ 音 響 は 立方 体面 券 開 の も ゃ の と 
同 楼 な る を 知れ り 。 (CZ.X.73, 116~119, 
1930) C4 FA J : 
120), XM BRAZOMD Lin- 
nik, W. 

Big FICARS S 2ihoW ) cies 
& Le LY Cie RS EVD HL 
Dio LomKBK LUCH MOHD kV 
fg LST A IC FH IC ~S % O, 叉 他 の 1 つっ 
Ahk HVEHoO 方 向 に し て , hoe 
> SPL 結晶 に IKBIC 入射 する も ゃ の な 
Vo BRMeME clit S ( © Mewes 現 


a 


99040) pb 


BK 


eget bm, # L hi 
る 一 定 の 方 向 に 或 は 殆 ん ど そ れ に 近く 切 


Bet brk dors 時 は , ZEO MoO 


BEV 1 KS [BES SE IK EIS LCL 
正しき も の と な る 。(Z. f. Physik 61, 220 
~226, 1930) (45H) 

1201, 顕微 鏡 に て 極微 鐘 の 大 さ 測 定 に 紫 
外線 の 使用 効 泉 Haslam, G. S., 
Hall, C. H. 

PEG IA SAILS VC Oe = & 
ES ~ 2 FRI & A Lc 3 BRO 
imhRES WL, コロ ョ イド 大 の 微粒 子 
DRE & RIMM A OW MLE IE 
CHEB SY) HOR A th EL OY 
AIC LEI UCT BS PEIC EME ES 
BTL, WSL, 粗 と な ら ば 猫 問 題 な 
Vy と いる oJ. Frank, Inst, 209, 777 ~789, 
1930) (45H) 

1202. Bt£R25SRMOIFS YEAS 
A BB 

Ad SEC ALBA © —Fias V2Os 
を 含む と と を 認め た る を 以 て , 本 岩 より 
松生 せる 酸性 下士 もど ゲ チ テ デ ヂ デン を 含み , そ 
OPP ASIE(E AIC X 0 PRT APSO HE 
を 惹起 する た に あら ず や と 考 へ 酸性 折 土 部 
に 23 太 物 の ヴォ ナ デ ヂ ン を 定量 し , 同 時 に 
AYP7=) IARI REY, FOR 
BASF FY SAB LEAR UCH 
CHEERY YA YME MNA~KSLO,F 
YIN PSERU EBT ty PF = 
JIMS RT SHRKVUALOMHL 
MAVEN RA PO Ty ay, an 
MEBOBZACLSEY LBPEEV, 


Ch GARR, 9, 852~854, #5) CHAD 
1203, 滑石 の 成因 Enk, E. 

Fichtel Mts. CiAO SACRA 
(MgC(HCO3 )o 溶液 に ょ り て 和正 雲 化 そ 
られ , 方 解 石 後 の WEA LIC BEE ERB ih 
を 融 見 する と と 邦 々 な り 。 和 白雲 石 表 面 に 
は 十 Mg(OH) う 2 と 一 SiOg ゾル と の 中 和 
x 0 CARS LIE FEIN we OBIE 
Feet 0 CORRAL SIOg と の 割合 
が MgSiOg を 作る と と Rid nr weavig 
慌 に ある と の 三 場 合 が 可能 な り 。 HLT 
と の ゲル は SiOg Cea ae 
MEIC LCR Ca tHRKLKOCHEBA 
Tet EEPBIS TF 2 CBC K Vo Ba 
kAtSTSALAK SOQ ゾル 液 が 直接 
作用 する 時 は 滑石 の 奏 面 は 玉 階 の 層 と は 
WMC Pant boo BC CKOMBER 
OU ee & AT So Mg(OH〕2 & SiO2 
WL OVEBIC k SVMAAKE viPA 
BE LD, — SpE EER ve ah EEE 
用 並 に 湿度 及 亡 力 に よ ょ りす て 当 石 結 品 と な 
る 。 (Kolloid-Zeit., 51, 356~359, 1930) 
CHA 
1204, SESH Msi Kk YER SIR 
GRIT ARH 1221 RRO 
1203, Schladminger Tauern OF 
ABSPORBEBRAIHT Angel, F 

本 地域 優 入 岩 中 の WEIS Faia, 雲 
th, SRA ~ seh & UC HE LR 
BRL AE WIE 6 te S SE Aa EC Yet 
2142 flk tal ASR N= pag 
色 な り 。 と は Ilmenit ory o~ ¢ Ime- 
nit 以外 に 比較 的 早期 た 唱 出 そる Wey te 
《,3$ そ らく ある 一 定 の EMO UR 


Ain 


pb 


2 991C41) 


HO FIC RSC Erzkonzentration gs Ks peg 
®Konzentration & pe~ Exzgsse & 1c HA 
せる な らん 。 Erzkonzentration © frei 
高 か り し な らん て と ふ 事 は 多 《 の Sagenit 
の 成 生 を る と と に より て 示さ る 。 CZ. 
Min. (A>. 9, 371~375, 1930) (河野 ) 
1205, Vesuv OMEEEO 或 る 硫 物 に 
RET EKoechlin, R. 

5 個 の 小 ha EY HAS 光 軸 角 , 比重 
FEW Yo 光正 角 及 び ぇ a- 軸 の 長 さ ょ よ 
りす れ ば Fayalit と Hortonolith と の 中 
間 に し て , 比重 より すれ ば coo for 
間 に 落 ち Hortonohth zy Y ,c hope = 
りす れ ば Hortonoliih と Hyalosiderit の 
PICO, Wl の 如く 各 値 の 合致 せ ざ 
る は Mn の 含有 の た め な らん 。 Hortono- 
ith と を Fayalit と の 中 間 物 は 今 迄 に 知ら 
nF, ABD hist b( CO BIKES 
る な る さ べき る も 化 沖 分 析 及 びより 正確 な る 
HBA CRESS Rei ez BALL と 
言 ~ り 。 て Zbl. Min, (A.) 9, 375~380, 
1930) [河野 〕 

1207, 赤 , 青 並 に SBBRABAO BHA 
(cee = Schlossmachel, K. 

著者 は 波長 400 一 600 vp を 有する 種々 
DIGVICBS B MPA & WAS & BO 
ORMAK RY CWE VY HOWARIC 
よれ ば 赤 , 青 並 に BESO Ria AIC HAT 
は 最高 並 に 最低 吸収 内 を 示す 波長 は 各 結 


卓 に ょ り て 異な れ ど る 無色 部 に 暗色 の も : 
OIC PM CABSR BMWA & WT 


は 常に 一 定 な り 。 然 れ ど る 後者 の 場合 は 
EAL S OUT CRTC ORME ICS 
WWE o Bb a Bic 一 定 な らち ず , Ef 


Rib A ORME HE & ILS Cape Oo 
HOM eRn cH oMAwRem 
す 。 (Zeit. f. Krist, 72, 447~475, 1930) 
Ci) 

1208, BAK LSRRAORE 
Rittmann, A. ( 

中 の 方 法 は Fedorow の universal stage 
を 用 ゐ て (010) と (001 う の 両面 に 並 直 な る 
thas PIC PRG S Dh OVA BW L 
CHAT PICKS 6 Sea OMT & bh 
BSW IC BT CRT SH Vo WS 
SNe lc ROC a ke tS bE LS BI 
へ ば (100), ( 001), C010) Sas x SB 
H.> Becke 氏 の 方 法 に ょ る 最大 消 光 角 を 
測定 する 事 が 出来 る 。 尼 の 方 法 は Fonqué 
及 Michel Lévy 両氏 の 方 法 を 併用 し て 基 
we Le LX Iie universal stage に ょ り て 
OMA Lb Oth & ERECT 
る 事 に 基く も ゃ の で ある 。 MLO HE th 
PAM te S HL TRIG IC id GE IK SBA 
Fe PSEA BA te YQ CMin, Pet, Mitt., 9, 
1~46, 1929) Chin) 

BABRKUS 
1203, ZHBBSAROL BA ICHT 
GBD FY LS. ee #145 53,6 

Vat st ese BL, 建築 材料 , 化 
BABA & DCHOAMAR* ShPbK 
と し つく ゝ ある だが, 著者 等 は ARR BK 
に 分 布 す る 玄武 岩 質 岩 石 34 種 の 内 ょ より, 
1350°C Ic TARA LIEBE Lite S Pt (K 14 
AIC Gk & C, SEER, BUSH TE, PERM. 再 
¥a in (E ASE & 測定 研究 し , 最後 に 種々 の 
電 舞 的 性 拍 を RRL, CHEMO 間 の 開 
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係 を 明か に せり 。 CE M, M290, 1~24, 
1930) 〔 上 田 〕 
1210, "PRRAOKHS BIA ROgura, T. 
HB Bd 9 HP RB IC a HR SAT mB 
Kd b—HHSV 9 US BER HL A ALAR 
に 存する 36 8m Fe wey HI LC. 他 は 
X OPA IC Hr L 15 個 の 新山 地域 な り 。 
概ね 孤立 せる HAO BVA & ve L, URE 
MAA EH eZIKSROtL, va 
れる ゃ 形態 並 に Hike LC し, Ay 
Bue (C BL, EVR | th 44.5% & PHL To 
ca & OBIT rs Hh eH & bale LC 
別 の 排列 を な す 。 症 し て 常に 玄武 岩 は 第 
Skt pPmid2k MRE. 著者 
a BS eG AN ir a ey) ICL, 第 
= RC ape A Be @ eh EF IC BR LAB & 8S 
OCA UK 3 li ROAR IC OR 
SRAM OPE DKS% OLB 
た リ り 。 CMemoirs, Ryojun Coll, Eng., 3, 
95~117, 1930) C 吉 木 〕 
1211, Malaya の sponge-=spicule 及 
Diatom 2S CETORMERK 
venor, J. B. 
COMA aE, b) iA AOE 
c〕 有 機 物 と た 分 ち 得 , と の a), bd), Oo 
GBI 33,2) の 量 は 常に 最 ゃ 多量 に 
LT, DE c〕 う と の 割合 は 粒 の 細 さ に 依り 
て 減 ず 。 Diatom を 含む 岩石 は a) bd) が 
75% ,C)BS 25% な り 。 こ と の SEB D EY 
及び 位置 等 を 考 ~, 著者 は 淡水 の も の と 
せ し が だ が, Burton 氏 は 海水 の 成因 な り と 考 
ふ , 是 つ 著者 は と の 岩石 中 の ARIE 
き て 詳細 に 旋 載 そり 。 叉 と の 流 紋 岩 は 何 
庶 ょ より 座 る か を 述べ ん に ;, Malay Penin- 


Scri- 


sula に は 最近 の 叉 は 第 三 期 の 火山 の 渡 跡 
な くし て , kA A OTB HUN) 250 MBO dbIC 
Toba 湖 あ り て , TOMY Kit RMAs 
分 布 し , BREE OD PRC Perak 地域 物 較 石 を 
風 叉 は 水 の 作 用 た に た ょ り 運 ば ぱ ば れ た る も の な 
y 。 (Geol. Mag. 67, 385~393. 1930) 
CHER 3 

1212, Scottish Dalradian Green 
Bed Oi2 Hi |= tk S MRA EB SE IE 
Phillips, F, C. 

Scottish Dalradian Green Bed (i 3 
FE OT*s 40k Vaetls chiorite zone, 
epidote zone, garnet zone, kyanite の 
higher zone と に 分 た る , 著者 は 之 等 の 各 
% ODD RAC 就き て 逃さ , 更に HRA 
の 成分 を 測定 し , Green Bed & EE te る 
開 係 ある Epidiorite sill o BR & bbe 
Yo HOBAIC (eS Te A a tt & 
MVWL, 次 に 五 つ の 岩石 の DHA Y 
見 る た に Si は 112353 ORR > Fie] を 示せ 
どる も , al-alk-fm-c 正四 面体 中 の Bit 殆 
ど 同 所 に 落ち , 火成岩 の silo 一 般 に 
Gabbro-magma Type に K 相 座 す る 位置 を 
占め , + & LT isochemical character を よ 
く 示 す 。(Min. Mag, 22, 239~256, 1980. 
CHER 3 
1213, Transjordania 及び Palesti- 
ne の Pleistocene & recent Basalt. 
Tyrrell, G, W. 

Arabia, Syria, Palesteine, Sinai を 含む 
WAY DO AKG & Blackenhorn 氏 は Creta- 
ceous-Eocene 及び Neogene-Quaternary 
=HEK FTV. と の Neogene-Quaternary 
火山 岩 は 北西 Arabia, Syria 及び Paleste- 


ca 
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ine 附近 に 起り , HEIR PIS BEAM S 
の 火山 地域 を 形成 す , Sit L. Tiberias の 
He 200 WERE U Fe Sir B Haura Plateau 
を 形成 し , 叉 殆ど 同 大 の 玄武 岩 は Syria, 
Mesopotania, Asia Minor DF OAH IC 
起 る 。 HWmoBAKCRes Ti Doss, 
Potz, Fuchs, Shalem R&oRfED 0 x 
FUSRAGIA, anemesite, Hp wit 
A MS 武 岩 , SERRA 玄武 岩 , WE 
IRE GRAS KUT, 中 地 域 の Pliocene 
及び Pleistocene Basalt = & LCi 
ABiin RU Se IC Bt, 更に PASE 
WBARU GMO LB SHE TL =F 
7 b DD Miocene basalt と は 甚だ し く 
RAW Se HSHT, ZW Hauran Basalt に 
(SIRS Sb Via ROR HG 
に は 普通 見 ちる ゝ 現象 な り 。 (Geol, Mag, 
67. 408~415, 1930) (瀬戸 〕 

1214, 粗 模 江 ノ BOKKBOS ASH 
究 津屋 弘美 。 

7 BORE KF HHRORAGK 
部 は , RG (, KKM SHUT SI 
山 砕 片 物 ょ り 成 り , 基 上 , 下部 層 は 夫々 の 
MA& AS > BU ち 下 部 層 は 成層 せ 5 BER 
ARARMWAIC LC. EEL CREA, Hi 
AOMBL, アン デシ ン MES HA 
Ripe Ls vi, LB AREA, 攻 
AOMBe. T7TFIVIA MHESE 
MARU GHEY KS. RP hea al 
RBWICERA AX, ANA OMe & 
te 3, FAN ea EECA Er, tb 
方 , LARA RRA, 石英 斑 
WARBARW Ooms Lah eet 
ABET Ter), SHC At Sd 


PI ARHEDRO 物質 と REA TG こ 
HG, CEU O RD * 角 立 て る 結晶 と ょ うり 
成る 。 | 

ョ 1 る ム 洗 積 の 條 件 が 風力 か 水力 か に 就 
CAME GENIE, LOLS 認 
に ょ つっ つて, 如何 な る HAC wee aS 近 き 地 
質 時 代 に 起 れ る か , 叉 如何 な る 火山 成 生 
asthe そちら れ た る か を VE UE, BD 
東 地 方 近世 の 地殻 匂 動 及 火 岬 活動 を 探究 
する の 緒 は 得 ら る 可 し 。 CWA, 37, 33C 
27-~34, 1930) 〔 上 田 
1215, BESS hORRMBS 
nelius, H. P. 

$s] Steer, Rotsohlschneid 附近 に , 硬 
LY AAO die veriszischen Faltung より る も 
1) > 1 BRI] OWE Ye 3 74 SEH © Beh 
37 HSV Anneke, 4ABKRE 
Hic Riz } ipie (, BALA RA, AM 
は Uralit に 化 を せる HRARU F 2 YB 
MEEK V BPS Leucoxene, J§pR, HL 
OU, WEIR, 磁 鐵 斑 , ARR eS 
Ht, BRBSH OSM Saussurit4; 
に ょ る WRAL. POMC HAM R 
4¥i matE AC CRAB talen & EU, 
AIC EA DH VU, homes Ra 
jk OBE DOK Hot, MBB 
OWE & SAIC (REL, 基 Ophitic #38 
は 和 両 眼 に て る 認め ちる 。 分 析 の 結果 に 徴 
FSC, PK 改革 に は 岩石 自身 内 の 
物質 異動 の みた に て 足り た る が 如 し 。 

#8, AHIR EL Wie b SS 90 
ERA, GEA, RUBAOMD 3 take 
ALVRMS Unakit MMNoBMEAKS 
%, LoBAo 推定 岩 脈 は BATS 


Cor- 
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Y x, (Verh, d. Geol. Bund, 6, 149~ 
159, 1930) C_E RAD 
1216, RZ PES IF. 2 BiRR ODRIETE 
FRISRET ARH 1226 ZAR 
、 1217, SIERBOME Brandbergit. 
Chudoba, K. 
PPG Mi FEA bn, Brandberg DERIK ial 
2H 1 ofith anal, READ 
BREE x0 Halk & LC HERS 
る 可 き 者 に し て ,Brandbergit と 命名 せら 
る 。 WOERARWIERA, 7%, BE 
BE, WSe HIN Arfvedsonit & > so We 
AIC LT, 不 規則 な る te AF IER 
右 , RU GRO Eh wT a HS ABE, 正 長 石 
OX RM TX VIMSE MEO PIC HEV S > 
X SRe lL — TIC eu CRE EHO 
る 者 に し て , 著者 は 石英 , IERA OF6 TA 
TRICE. CARO HERAT te & EG 
和 に ょ っ て , HC FEMI FIC 於 いて 
SRL MOK S BAW, 一旦 石英 
OMS oP, FALE hI iH に ある 
長石 分 は 吸収 せら ちら れ , RAKIAK BA 
Oe DCH ME SCL S(OLRMB 
せり 。 
Brandbergit (x4, 82y41c Paisanit と 親 
LaMar A ER BEL he AS (2 
別 せ ら る 可 き に し て , =7IVKoOBSH 
に ょ れ ば , Brandbergit は 草 達 列 の 標 式 貞 
KARI LC, 一 方 ak d Bike a 
加里 列 に 局 し , Brandberg orn wav 
KOS WESPEIC TH SSA k UE ey 
達 岩 ~ の 推移 を 示す 者 な り 。 CZblf Min, 
CA), 9’ 389~395, 1930) CC 上田 〕 
1218, Bim AH 1229 2hF. 


1219, Elbsandsteingebirge の 噴出 
岩 Schulze, E. G. 

LE DBS = AEN a PRL BS TEP BE 
見 せら れ た る も の に し て , WHS, AAs 
艇 に 研究 せら れ た る 結果 は APC E 成 


3, 注目 す 可 き 4A, Rt OFC BS 


3 の 併走 する 岩 脈 群 を な し , ASR 
FERAL BE IC Kad, MA ORC 
か , MIA fi Ze AL Polzenit な り 。 

Jk 45 WEIL AG AR SS ICH TS 
Polzenit の 北西 の MIKE WM LBA (, 
AAD Os ASE -K FT, HO AIR 
と し て 長石 玄武 岩 も 存在 す 。 Zbl. f. 
Min. (A) 9, 380~386, 1930) C 上 田 〕 
1220, Bm7TEIKSHREBORE K 
fe) 1208 Z3RR © 


2 tk 


1221, B4GRROMSIE LY EMS IB 
te(<RET Blanchard, R. Boswell, P. F, 
PETE De EN SIDK © BR LE IC AE Ue 3 48 
ETEK LF x D type あり て , HK ia Bes 
BRL UPS hic S590 type 2 Beg 
Bek VU PAX i-L 2DOD type の も の に 
BLU Carat Vo AD bRESBEL Y id tri- 
angular boxwork, limonite sponge, par- 
tiary sintered limonite crusts, caked lim- 
onite crusts, relief limonte D HFG YT 
と の 5 ちゆ ち triangular boxwork 以外 の も ゃ の 
LOR % ORR IC LASSER 
3+o SIRE X Ym limonite-type は con- 
tour boxwork と coagulated type の 二 種 
CUT, 著者 は と れ ら 種々 の limonite type 
OVA, HEAR RAC THU Vo 


eb 
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(Econ, Geol,, 25, 557~580, 1930) CH | 炊い で 起り L/h ic £ 0 CA BEMK BIC 


SF) 
1222, Sudbury #AO Bike 
Burrows, A. G. Rickaby, H. C, 

FES Wh Mh OGTR CHL, BgH, 
鉛 , 銅 の 主 な る GEIL MAE ERNE IC } 
YC, ZEEE PAs 3 PHS, norite w pe 
部 に 集中 せる N-C PRL) & 更に 低温 
度 に て Micropegmatite norite OffAe ょ 
YVRBLRSEOL Mith, ie Raw 
MER o RIA Ket PHOTIC L 
て , ARS MS HET, WSK, HALTER 
BU & (EOC Bi FEI DET D — 
部 を 変 代 せ り 。(Ann. Rept., Ontario 
Dept. Mines, 38, 55, 1980) (SF) 
1223, Ontario)\|Beardmore-Nezah 
HFS OBIE Langford, G. B, 

COP (LAN YV ar 湖 の 北方 45 we 
OMeke あり , 地質 は WA AREALIK BH 
L, 最 下 部 は Keewatin の 種々 の 火成岩 及 
び 水 成 岩 より な り , 火成岩 は AI BME 


し て Green stone の 名 笑 に て 呼ば る 。 上 | 


部 の Tiniskaming serics (APM A, 鐵 斑 床 - 

BH, HMAS より な る 。 基 後 窟 曲 作 
用 に 件 ひ て Algoman age OER RUG 
REG BIRD RBEASV, と れ ら 地層 の BAL 
に あたり , そ と に 生 ぜ し 裂 弓 に 沿 ひ て 含 
人 金石 英 脈 の 形成 を 見 る 5 THM E OMI 
GRRL ELIN, SR OUOE. BEGET, BEST, TA BE 
SAT, HAWK, AR BRAS VRE. 
SABE IRM ia nuggets と な り て 石英 粒 
DPRK BOK LT, Spurr 氏 が 
eT Porcupine SPRIMOYH FSICH™ Sw 
如く , Bue IC YS OC AEE FO VAR 


生 ぜ し 微細 な る cracks が が 含 金 深 液 の 通 
BL eV LLORY Leo 

(Econ, Geol., 25, 251~269, 1930)C rb BF ) 
1224, Graz Mountain 地方 の 鉛 , fh 
鉛 , BS PRITHAT Tomquist, A. 

BARI PUR IC ae, CLG RA BARTEL 
て Dreunncrite RUB oI Rs C2 
breunnerite & A4EX J PU RESHIE DO RAE, 
(3) breunnerite RU PR si Awh eG LC 
KBB ROED DIGI 2 ET 6 HK 
Oiath, 4A RU DE OF gawk OK 
ESIC LC, HA ZHEORIC BET HF ae 
#Y > CGitzb, Akad. Wien,, Abt. I, 137, 
383~399, 1928) 【〔 中野 〕 

1225, BBOMR 高橋 春吉 。 

AS SIC DS TREC BEILS bate 8 Witt & 
SiH ICDIL F すれ ば 69 MICBT . と の 
5 DUM OREe bik 6 RSH 
SILI, SATE, KER, CK, 砂金 , 砂 
鐵 硫黄 . ATK. Abe, BPR AYO 18 種 
に し て , FAI CHE OOO Hie 
HABER CML, SBIRA PS, 銅 及 
び IK SADR IC 就き て その ER & FU そ 
り 。 CHS, 42, 587~547, WA 5) UP EP 
1226, Raps IES SBR WEE 
FAISET Hulin, C. D. 

BEY Wh OZ BO HWA WE OMAR & Be 
合 し て 考 ふ れ ば , 一 般 に hydrothermal, 
pyrometasomatic 及び emanation origin に 
(KY CHIMES SS SBA IC a TB 
性 及び SESE TH & FES BO IC LT, 
Zz OP PME Kia —AkIc ferromagnesian 
constituents #ARe, WILPEA KIA eCHE 


296¢46) wb 
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FERDLF, ZEO’OUEKA-F 
He より 分 化 そ る も の に し て , SBMA 
DORM (2 EMEA DWH IC TEU TC Eee 
CAH S %& OF VS (Univ, Calif, Publ 
Bull, Dept, Geol, Sci, 18, 233~274, 
1929) Cr BF) 

1227, ラ ヂ ウ ム の 新 産 地 

加奈 陀 園 オン タリ オ 州 ヘリ バ 1 ト ン 
郡 ウ イル ペ バ 1 フォ 1 ス 地 方 に 従来 同 園内 
に 知ら れ た る 難 れ の 確 床 より も 優れ る ラ 
FU ATRRELE 5S. HW HARKS 
OxNAFrRA PRICEY CHBANL 
Fr Wii OS 東西 に 走り , Ze HBR LC Hin 
RAR SRA AVL FPO OTK 
FRIGIAE © HP ICH Biel, FF 
ADRWRKSEVFI=FAbOPBIKA, 
Bett, HRA BA RA NA, Bee 
OE, AKGAIE, トル バチ イト 及び ひび ひ ジ ルコ ン 等 
を 産 し 脈 幅 10~12 M, 長 さ 500 Reeser 
DF FU OARORGK, 原 確 3,422 順 
LV LROAFFV AE BHL, 叉 同時 に 
副産物 と を し て 2.667 lbs の UgOg を 得る 
Ho CibES., 32, 364~365, 1930) Crp EF) 
1228, f24 OPA OB RIT 
Davis, C. W. 

BW, RMR MELRETIY 
Y BRE (d 25°C に て 2% DO SO。 深 液 中 に 
TAH PICT OD Mn を 溶解 せ し む る る , 
他 の 江 俺 春 は 之 に 反し て え その 溶解 作用 緩 
慢 な り 。 ig SC rhodochrosite, manganiie 
及び hausmannite 4 (3 3% 4 % 650° ~900° 
CK RT HIE Mn OPS E EL 
. INL, THEO 6~10 mesh の 細 粉 に て は 
hausmannite を 除い て , b3BO Aid 3 時 


icc Mn の 90% &, 24 HEAZIC it 100 
% を 溶解 す . hausmannite は 最初 の 12 時 
間 は その 作用 ENS eed, 24 時 間 以 


内 に は 完全 に Mn YRS. Meet SF 


る も の に 就 て は , 28~100 mesh の も の に 
て は manganite は 4 日 を , rhodochrosite 
は 6 日 を 要 す 。 次 に と これら の る も の 200 
mesh の 細 粉 を 40°C mR ICT HEE 
THIEL % OVEMRAIEM EAE Lito 
thodonite CHL C(t _ bk oO BERK TH 
等 の 効果 を 見 出す と と 能 は ざり リ りき 。 
(Bur, Mines, Rept, of Invest., 3024, 11, 
1930) CREF 


AiR SB 


1229, BRBOZiwS Murray, A. N. 
ALK OAL AW 5K LFLMOK te } 
ARAO AWD Vs AGMA (LC OBO 
FLAEO MAIC S Cin CK SRL. ORV,” 
FLO Kid CHE AIC DRL CHS 
る 事 を 得 。 Bb Primary porosity と Seco- 
ndary porosity に し て , 前 者 は 石灰 岩 の 
堆積 及 硬 化 党 時 に 形成 せる ゃ の に て , 含 
油層 と し て は 重要 な る も の な ら ず ;, Seco- 
ndary porosity は 堆積 硬化 後に 生成 せる 
ゃ の に て , BHO 石灰 岩 含 油層 は 皆 と 
DEOTUALAT SLORY, SKU 
OFLA AH Ke, > Alee Reb 
LRKOEBR, 著者 の RRHER 及び 野外 
OBB VROM HEY. 即ち 有望 な 
る 石灰 岩 含 油層 の LAO RAG, HAR 
岩 が 地下 水準 以上 の 位置 に あり た る 場合 
に 地下 水 の 溶解 作 用 に 因 る る ゃ の に し て , 
管 地方 の 石灰 岩 含 油層 は , Che RAT 
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SLM AS RHA FS 以前 に , BRE 
AEROKSFEMt LOY, RKE 
BREAD It c ORL OAH Sih OFLA D 
BST % off VY, (Econ, Geol., 25, 
452~469, 1930) CAA) 

1230, sw TRE ¢ SHE 
Sundberg, K, 

TORR ERR BIE (2 BTR © BRGRE & 
し て , BELRVKSLOKSBR, ERB 
TH ORARTROEIC BE DSL ICEN VS 
ii UCHR AM LRM LB SOLE 
居る 者 ある る , 好都合 の 場合 の み に 限ら 
te, — bea IC REA UE ( . YF © Sh ERS 
探知 の 方 法 CLCRAYESSK 至れ 
り 。 現 在 に た 於 て は electro-magnetic method 
HERA EC MAES 探知 し 得 ち 
SMC RAY FORO V, 
者 は Swedish electrical methods #EEPE 
知 の 方 法 と し て の 可能 性 を 論じ , HA 
と し て , SHORE MIC KEMe 
られ , HRW REAM te SRR OL, ERIC 
pthc CHAR te SH RE MT & OF V 
と 設け り 。 テ キサ ス 及 ん ルイジ アナ 地方 の 
Ate AVA re tO HEC CT HH LIC, 
BC WARE LHe SHREME VS 
CB. Am, A. Petrl, Geol., 14, 114 6~1163, 
1930) CAA) 

1231, 1929 # OMA Aimh RBs 
Barton, D. C. 

Gulf coast 地方 に 於 て は 1929 年 に 物 
FE APRBNE IC ROT 35 の ei HR IAI Er 2s 
| RAY られ , AMAA t 構造 の 探知 よ 
り ,6 つの Yi] Oo 油田 が BE birt 
Yo AFF ACRE LOWARBA 


せら れ た リ り 。 torsion balance OEE 
& AW AIWLIT OPEDEICTE te 3 & Os fn 
{ , 1929 年 来 に は 80 の torsion balance gs, 
Gulf coast WIIKCR CHR V, Gulf 
coast 以外 の 地方 例 へ ば テキ サス , ル イジ 
Tad TFPI E SIO INS Se ae 
4A ne = SHES T seismic torsion balance 
が 使用 を られ た り 。 MFHMIC HT % Hse 
ORDER A Ya, ゲイ = ジイ ラ , ル 1 
マ ャ = ニア 筆 に 於 て 使用 を られ た り 。 
CB. Am, A, Petrl, Geol., 14, 1105~1138 
1930) CAA) 
1232, 宣 力 偏差 より 見 た る 高 町 油田 の 地 
Fie MUSE, Wb HES 

PSM YH AIC HSC 180 米 を 距 て る 2 油井 
が 1 玉石 油 及 Ae EMTS に 反し , Hh 
FARMODe 噴出 する PRS V, Za 
原因 と 老 へ ちる 地下 構造 を 明 に する 目 
WHEAT, 重力 偏差 の HES 座 用 せり 。 
著者 等 は 基 測 定 結 果 を HL, GbE BE 
を 導 レ き 出す RMR eu, 哲 測 の 結果 と 
PHF OG OWRE MRE VY. COM 
FLIC fete 2 WA FE AD I< SF Bre as te EL 
BEL 0K UV. CORRAB LR 
FFOUWFOLRS £5 ZHHORBORS 
L OE ROME SL OPE 
le 278 ff L, Erie 3 as 如き 事 ょ より 
Bt VU, CHB, 8. 952~964, 1929) 
CAAT 
1233, —HBRAEARMORSL 田中 芳雄 外 
2 名 。 

Asim st (4 — ECHR PR ON 3 Fy 
AFFVY,MIVAFY Be Ha SH 
KUKI HR S602 V, CRE 
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等 譜 酸 な 結晶 卓 出 の 困難 に ょ り 題 微 鏡 前 
研究 が 進歩 ざり き 。 筐 者 等 は 之 等 の 講 
RE, 減 対 法 冷 却 法 及 ABIES Ck VC 
Bae he GL, その RMA ょ 
YROBRIC HST Vo BNC) YES ii 
Ola ROSA Le 77zAY 
DO hr & aE 70°C 41°) 及 10°C41°) 
& HEH XD SEB AK OBC IC 
Lt, ペラ フラ イン の $ikte dala fh の 方 向 
KS GAT SIC JL, 脂肪 酸 は BO Fim ic 
EMT. (2) ペラ フイ ン 及 び 之 等 の 脂肪 
酸 は 同一 品 系 な る に 係ら ず , FORE EA 
の 各々 相 異 な る は 結 品 構造 に 重政 な る 開 
係 を 有 す 可 し 。(3〕 志 等 脂肪 酸 の 完全 像 の 
(iid S 濃度 引 園 を 確定 し , 基 結 果 が ペ 
ラフ イン の 唱 出 作用 より 得 た る 理論 敬老 
察 と 一 致 せ り 。 CL, tb, 33, 1035~1038, 
1930) CAA) 


= UF HD 


1234, BUAOBBSHPS EH 

AMAA DAG 224% (2 Tis VE SS LU HB 
ICED BS & VC S41 A (Shoushanshih ) & 
WL, RACHA HA LIFE Os 
OW. RAG CWu Tai 時 代 ょ より 探 掘 さ 
HEV, MWA SHR RO ARI 
FEV SLOLER* SHAR ILA Bs HF 
HALT, 

SUAR BHA YBBR LON 4 
B7AFAbDXLUMSL, KA. RHA 
及び 熱 河 赤 峰 園 場 に 産 す る pagodite に は 
カオ リナ テイト ょ より 成る も の あり 。 叉 廣 線 
右 の 一 部 に は アカ ヵ リ を 含み pinite CIF 
する も ゃ の あり 。 書 山郷 及び 丸 茶 山 産 の 路 


ABPIKAEHROF ATARI ル ん を 含む 。 
色 は 種々 あり , ABE AS BRI A LGR 3,000 
FRE 10,000 Fr, a Bot 60,000 Fr % SE 
し 日 本 に 輸出 す 。 

KMS AE i aPC At 3 BRE O 
We SoC LTMRECTBeZE 
% OME CBM LT LEK OAR R 
U Lacroix ARO yeas AR ICH LT 
HF HLA OPEC Bt VQ CBull. 
Geol, Soc. China, 7, 221~230, 1928) 
CH AND 
1235, OA ARH 1202 BAR. 
1236, 2 BhSEO 55 BRIE 
Weff, H W. Messenger, H, A. 

着 者 は 製造 所 の 異な る 3 A OB 
IX thik Hy (CB & GAEDE © Blige & 7 Us 
Fe BHEILA MLO PEEL as 2270A ょ り 小 な 
る も の を 用 ひ た る 時 , 基 の PICs ee 
波長 37004750 "の 連 貫 ペン ド を 示し , 
4000A の 所 が 強度 最大 , ICE MA 1 
に つき 5X108, fj UT 20°~240°C oye 
JE ORATE IS LO BEI 何等 影響 な き 事 を 
KW LEY > MCL OMOR AERA 
英 た は 認め 得 ざり き 。 (Phys, Rev. 34, 
1463 一 1465, 1929) C4ERA) 

1237, SEROBRE SMAHORE 
毛利 定男 。 

FARA mA RAOMAK ESL 
と 勿論 な れ ど る も, VR os roe Be 
Fo HARRORE AKO mp HR 
t SWRECHE SRA YS SKA 
ED SEAT PRI © Be HORS HEB FARE w 
REMETTAIRGE & PET SHIRE M~KV 。 
CL PYIR Wy BUS, PR BART 2 EVE tS & Y 


i 


AEF o QDR. PRO WWE & 
行 ふ 。 SIPUIGAR HBR, 石英 は 5739, 1250° 
DRMIGKE, 7 VD ARNF 4 bA200°C 
KRESS VY, COMME 1460°C 以 上 
CRA LAAWIEE WET. (5) 上 比重 の 測 
定 等 な り 。 CERHLBE RM, 40, 31~37, 
HB 5) 〔 吉 木 〕 

1238, 7kE(EBLORSE X BHR 
Klever, E, 

Fl % DIB EICHAIKS LD 3B AKANE 
土 た 就き 常温 部 に 52~54°Cic PAU ZF 
AKI T 3 ARR & WES LIK, y Ala 
Os DOYS MRBUL 92,5 cal/mol な りき 。 次 
に 腕 水 中 の Al20s.xH20 の X 線 分 析 に 
kh ば 210°C まで は Bayerite (AlgO3 
3H_2O) Om TREES LY, 210°C ょ り 
900°C まで は y-AlgO3 3 MFT Rassias 
HEV. CORA 900°C と 1200°C 間 に 
於 て 再 結 語 を 完了 し , 1200°C 以上 に 於 て 
は se&-Al2O03s DX MRKHMAKRU, 

カオ リン 用 水 物 中 に 於 て は 500~900° 
C 間 に は 新 X 線 像 を BS. ~e 成分 解離 
が 行 は れ ざ り し も ゃ の の 如く , 無 水球 酸 協 
存在 の 可能 性 あり , 叉 各 温 度 を 通じ 溶解 
Hye — Ete V & (Trans, Ceram. Soc., 
29, 149~161, 1930) CARI 


BR OR 


1239, AEE MBeb mH S BEC 3 HD 
BRL © RAE PALL He 

原 試料 普 に 加熱 せる 試料 の 工業 分 析 を 
行 ひ , ミ ネン ゼン 抽出 量 ) マン ゼン ー ア ルコ 
1 fly RGR AE & 3 8) 及 腐植 酸 含有 最 
を 測定 し , CHARA RAO BO ine 


Bk 23949) , 


imREL OBE KDE VY, MER ss 
His BFC AT SLA WB V SG か 


iC LCE SRO AMS Mews, 


PLA ie © ANF fk S AAD HTL OBE IE 
400°C 以下 に 於 て は 極めて 僅少 な れ ど る も 
400° ~500°C FIC PS TAR IC TRE OR 
少 を 示す も の な り 。 i LTHEA OLD 
は 500°C EK BTL BAe KBE d, 
700°C ICES HrilEM x BES SLO V, 
{LL AAR DEIC HS Clk 猫 高 温度 に 到 る Xe 
HMORKE DSHS). SHRI 
DHE BE 7H id ek OPE LAEICPLD Fo BH 
PIAICHS CAKES SADAMBDAD ( 
REGIE © PB (ZK JL DUANE & fa) BB 
TRE DY, ADR O 加熱 を 受け た る 
得度 は 揮 豆 分 より も ゃ 之 を 察知 する 事 を 得 
る も の な り 各 種 石 炭 の 湊 青 は 400°C 迄 の 
加熱 にょ り 僅 か に 減少 する も ゃ の な れ ど る ゃ 
Faxe PEA S APEC TAH OC INL 
400°C THAKICIES 3 Hite Y oii UT ha 
れ の 場合 た . も 加熱 た より 抽出 は 容易 と な 
る 傾向 あり 。500°C KH ILIA & PK 
す 。 但 し 若年 炭 に 於 て は 500°C 以 上 に 於 て 
LATHE OWE ERS. 腐植 酸 ゃ 源 
Fi RSC Bc & VY CHRD L 500°CK 
CHA EK L, ZHMIRAO HB Aye 
湿度 に て 分 解す る 事 賞 を 示す も の な り 。 
SEAS (STE 2 SER © EB HE OAKHE 
DRED BML OA & & Ble LAM & iT 
Sb Vo— (て 工 化 ; 33, 942~946, CHR 5) 
(鶴見 
1240, BRS UTOBRER 松波 秀 利 。 
著 着 は 石炭 の 工業 分 析 法 及 元素 分 析 法 
に 依る 諸 成 分 並 に 融 熱 量 の 意義 及 相 互 間 
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に 於 ける 開 係 , 石炭 燃焼 の 理論 , 石炭 諸 成 
分 の 燃焼 た 及 す 影響 に 就 て 論じ , RCH 
析 表 の 見 方 即ち も 工業 , 元素 十分 本 結果 ょ 
VROMS EGS AP OMAR at He 
(PEC 論じ , EV BEIC HR BA HI FRE L AFB 
右 談 の 性 質 と の 間 に 於 け る 得失 に 就 て 所 
am 2a Vo (業務 研究 資料 , 18, ユー 
25 WA 5) C#A SLI 

1241, BOAR Sas 

ARTS PRE th IC SG SL DBE FIC 
し て , 支那 石 談 の 産地 , FEM ARE, 炭 質 . De 
Re tN bh, 其 最 后 に + Rie OV 
RRR A EO BMA E MELE Vo 
Hid, 9, 606 ~614, 昭 5 う C 観 見 〕 

1242, Mugel (Kugel) kohle OWIR 
Finaly v. S, 

著者 の 研究 せる Kugel kohle は Pécs の 
Dorf Vasas PROC PEF SLOKLTLK 
さ は 種々 雑多 な れ ど ゃ も 時 に 40cm. Kise 
する も ゃ の あり 。 

BANS EGET O RN 6 O RF 
ょ より Kugel kohle  Schaleifi Wes 
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OD RPARREN B W744 Gercll hypothese を 最 
も 安 営 な る も の と 推定 せり 。(Brenn stoff - 
Chem, 11, 188~189, 1930) (#651) 
1243, Agde, Schmitt MROAK(K 
SBROMCUMBICRT Miller, W. 


J., Courard, W. 

藤 炭 の 高 湿度 に 於 て COn & COKB 
元 す る 性 質 即 ち 所 主因 元 性 は 現今 に 於 て 
yin OP BME LORY o Td 
し て 著 明 の 研 完 者 は 多く 層 元 性 測定 に 
Agde, Schmitt FRR OARE ZH Vo 
著者 は 著者 の 研究 室 Wien の 高等 工業 
BR) CR CL 最近 選 元 性 測定 に 着手 
し , HAVEL LT LM Ro 方 法 を 採用 
し 種々 Rk OR, 二 の RBS WM 
LICE & eR LIS ED CRAM 
PITCH CHARS Rige V. He Ris 
甚だ 良好 に し て , 特に 談 素 類 に 於 て は 基 
正確 度 を 高 む る を 得 た り 。 西 し て 牙 良 そ 
Ltr SPH LS COn OPE 
の 測定 方 法 な り 。 (Brennstoff-Chem, 11, 
125~128, 1930) (鶴見 
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1244, 放射 性 物質 に よる MRO ther- 
mal cycle. Poole, J. H. J. 

放射 性 物質 た に た ょ る 地 肖 の thermal cycle 
& (Gtr SEO FI BIR VS 
MEMO BAA & Bt ki dh BPR 
OR EER O LMI IPTC O BPS Ho 
面 に 於 て は 全く 熱 の 出入 な きも の と し , 
と の 系 の 匂 化 を 論 ず 。 と れ に 依り て mel- 
ting point geotherm DAG EO FP HIK 
FF SBRMEWAO 量 が 主として ther- 
mal cyci OI & AMS 3 EI He 
(Sci, Proc, Roy, Dublin Soc. 19, 385~ 
408, 1930 う て 渡邊 新 〕 
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